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は し　が　き
　昭和七年十月は吾等が母校、早稻田大學の創立五十周年といふ大に記念
すべき時である。三萬五千の校友と八百の教職員と一萬六千の學生と部
ち全學園を學げて最緊張した氣分で、心を協せ力を教せて此の五＋周年を
記念すべく、種々なる催しが行はれた。十七日の故総長大隈老侯及高田
敵総長の銅像除幕式を初めとして、十八日には嚴粛なる記念式典が大隈講
堂に行はれ、今上天皇陛下1二は辱なくも秩父宮殿下を御差遣になり金萱
萬圓の御下賜金があり、齋藤首相、鳩山文相、小山法相、永井拓相、米國
大使、瑞典公使、林慶大総長、牧野訪大審院長、清水行政裁判所長官、其
の他、朝野の名士雲の如く學園に参集し、盛儀は滞りなく濟んだ後、十九
日には戸塚蓮動場に於て記念貌賀式が催され、爾ほ東京、横濱の各所に於
て記念講演があへ提灯行列・演劇博物館展覧會、圖書館展覧會、理工學部
展覧會、演藝等も催されて、十月二十日を中心とする前後一週間、我が學
園は時ならぬ賑ひを呈した。
　現総長田中穂積博士は此の記念式典に於て「私共が此度此五十周年の式
典を學ぐる所以のものは徒に過去を追懐し過去に陶醇するが爲めではな
いのであります。輪廓漸く備はれる我學園が更に將來の一大飛躍を期す
るが爲めの準備であゆます」と喝破せられた。然り、常に積極的に精進努
力することを怠らざる我が學園としては洵に総長の言の如く徒に過去を
追懐するは明日あり、將來あり、向上あへ進歩ある者の探るべき態度
ではない。併しながら過去には奪き犠牲を梯ぴ、畢生の心血を漉いで學園
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をして今日あらしめた恩義ある幾多の人士がある。斯の如き過去と現在及
將來とが因果の連鎮を成して縄えす進韓する以上は、此の記念すべき時期
に過去を追懐して先人苦心の認識を新にし、以て將來に奮闘する刺戟とす
ることは過去の有意義なる追想であって、決して徒爾ではあるまいと信す
る。我が學園が五十周年の記念に「牛世紀の早稻田」を編纂して學園の關
係者に頒たれたのも亦此の趣旨に外ならぬものと推察するのである。
「牛世紀の早稻田」は其の以前の記念式典毎に編纂せられた創業録、記念
録殊に高田前総長の口授せられた「牛峰昔ばなし」と共に我が學園全龍の
貴重なる記録である。學園創立者蛙に其の後の経螢者の滲憺たる苦心の事
蹟は是に由り能く理解することが出來る。併しながら法科の事は親しく法
科の雰園氣の中に生育した者でなければ能く其の間の浩息を解し得ざる
ことが多い。是に於て早稻田大學法學會の管理委員會は創立五十周年記念
に際して次の如き計書を定めた。第一には「早稻田法學」の第十三巻を五
十周年記念論集とし、樂屋総出の論文集とすること。第二には創立當時及
其の後の大先輩の健在せらるる今に於て「法科同顧座談會」を催し、時を
経るに從つて次第に忘れられんとする過去の記録を作へ叉來會せられざ
りし諸先輩の戸別訪問により其の同想談を筆記して記念號に登載するこ
と。街ほ内外の法學者及び母校法科先輩の爲眞と筆蹟とを蒐集して研究
室其の他に掲げ、以て後進の憬仰、焚陵に資すること等を申合せた。是等
の座談會蛇に同想談は昭和七年九月以來催されたが、豫想以上の熱心と興
味とを以て各位の語られた所を筆記し、別紙の如く印刷に付した。此の機
會に先輩諸士の御厚意を深く感謝せねばならぬo
　然るに法科の座談會も同顧談も五十年聞の誌牛に詳にして後牛に梢粗
なるの傾きがあるから、其の後を承けて私に何か記述ぜよとのことであつ
た。私の早稻田大學豫科に入學したのは明治三十五年四月で、同三十九年
七月に法學科卒業後、小山温先生の御指導の下に二年間商法研究の爲め學
ユ00 法　科　　同　顧　録
資を支給せられ、明治四十一年から今日まで二十五年間、教職に在る言睾で
あるが、在學の期間をも通算すれば甑に三十年の久しきに亘つて早稻田の
御厄介になって居る講である。年限は可なり長いのであるが其の割合に私
の騰験乃至見聞した所は寡少なるを冤れない。併し法科の先輩蛙に同僚諸
君の甕痒せられた過去の事蹟と其の大盤の攣遷を記述して置くとは前述
の如く、必すしも無意義ではないと信するので、身の寡聞魯鈍を省る逗な
く鼓に禿筆を呵して見聞した所を記し・以て大方の叱正を乞ふに至つた次
第である。私は成るべく學園法科の墾遜を客観的に記述する積りであるが
結局私の認識の範園を出でないので、時として私の主観に堕すると無き
にしもあらすと思ふのである。其の黙は豫め御諒恕を乞ふて置く。他日純
客観的な法科の歴史を作る素材として今は之を提供するに過ぎない。而し
て法科五十年の後牛帥ち東京專門學校が早稻田大學と改構した以後の攣
遷を叙するには順序上其の前牛の欣勢を記録に依り略蓮する必要がある。
（第一期）東京專門學校時代（皇雛‡轟蛎）
　　　　　　（一）創業當時法科の苦難
　現在に於ける早稻田の法科は法學部と專門部法律科と早稻田專門學校
法律科の三者を包含するのであるが、明治十五年、東京專門學校創立當時
は、記録に依れば・現在の專門部法律科の前身たる「法律學科」あるのみで
あった。法律學科は創立當初より存立した三科の一で、政治経濟學科、理學
科と酋立した、最も古い歴史を有する科である。當時大隈英麿氏が校長で
法科の科長、主任といふ如を職はなかつたらしいのである。文學部の前身
たる文學科の創設せられたのは明治二十三年九月で、商學部の前身たる
大學部商科の設けられたのは明治三十七年四月、理工學部の前身たる理
工科の設けられたのは明治四十二年であつた。創立當時の理學科は現今の
皿．法科の過去及現在 ■0■
理工學部の伏線ともいふべく、他日、大を成す前提と観られぬこともな
いが、時期街早の爲めか、入學者極めて少なく創立後、聞もなく慶せられ、
別に英語學科が設けられたから・創立當初より今日まで引綾き存立する光
榮を荷ふものは法科と政治科との二科のみである。
　明治十五年十月十七日には法律學科第一年生の入學試験があへ同月十
九日に第二年生の編入試験が行はれたが、政治學科．理學科をも合せて入
學者総数が八十七名であつた。そして十月二十一日に開校式が行はれ、校
長大隈英麿氏の開校宣言があり、天野爲之氏の演説、成島柳北氏の観辞朗
護・小野梓氏の熱烈なる雄辮等があつた・其の事は「牛世紀の早稻田」に
詳しい。
　法律學科は三學年制で、各學年を一期と二期とに分ち、學科目は法律大
意、契約法、刑法、代理法、私犯法、費買法、會肚法、憲法、行政法、謹
掠法、保瞼法、海上法、萬國公法、萬國私法、日本民法、日本治罪法、法
理學、日本古代法律の外に、歴史、和漢文學、論理學、作文を課し、街ぼ
生徒をして訴訟の實際を學ぱしめ、叉契約法、刑法問題等の適用を練習
せしめた。是等の學科目に依つても分る如く、大膿の學科配當は初期には
英法式であつたと思はるる。而も是等を捲當する先生の激は蝕り多から
す、精々、五、六人で、種々なる科目を受持たれたものと見ゆる。岡山兼
吉、砂川雄峻、山田喜之助の諸氏が純法律家で、其の他は主として政治、
脛濟、文學を捲當する先生方であつたらしい。尤も明治十六年には坪内
雄藏先生の英國憲法史もあへ後にはバジオット英國憲法論を講ぜられた、
叉同年薩厘正i邦、磯部醇氏も法律の講義を持たれたさうである。
　當時の法律科在學生は幾人あつたか明瞭でないが明治十七年第一同得
業生（二年級に編入）の氏名を見ると、法科は八人、政治科は四人、翌年の
第二回得業生（一年より全科學修）は法科四十二名、政治科二十五人で
あったのを見ると・當初・法科は蝕程優勢であつたことが窺はれるQ
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　併しながら、政府では廟堂に意見合はす冠を桂けて野に下つた大隈の
學校といふので、之を謀叛人養成所の様に睨み、種々なる墜迫を加へ・教員
を招膀することを妨碍し、密偵を放ち、學生の入學を阻止する等凡有る障
碍があった、中でも法科は殊に其の害を受けたことは、座談會の話にも砂
川雄峻氏の同想談中にも見えてゐる。殊に交通の不便な當時、邊鄙の場所
であつた爲めに、當時の代言人を兼ねて居た先生方が下町から講義に來ら
るるのに相乗（二人乗）の倖で來られ、時としては雪の中を草鞍穿きで來ら
るる等のこともあつたそうである○
　法科に取りて殊に大打撃であつたのは法科の中堅ともいふべき、岡山象
吉、山田喜之助の諸氏が、明治十七年六月、法科分立の議を唱へ、早稻田
の如き不便な場所で法學藪育をするのは地の利を得ないから、教師を招跨
するにも學生を集めるにも都合の良いように、中央に乗出すべしとの意見
を固執し、議容れられす、途に法科の中堅分子ともいふべき人々は學園を
去つて、神田に下へ今の中央大學の前身、英吉利法律學校（後に東京法
學院）を設立せ’らるるに至つたことである○街ほ砂川氏は別な事情で既に
大阪に行かれた。學園賞局者が其の善後策に困却せられた事情は、屡々
高田先生から承つた所で、先生の同想談にもある通へ當時の政派から言
へば改進難に封立する帝政黛に属した關直彦氏に依囑し、學間に政派の別
なきことを力読して講義を澹當して貰はれた一事でも推察するに飴りが
ある。術ほ三宅恒徳、俣野時中の諸氏も講義に來られ、辛うじて法科を
閉鎮せす；に濟んだといふo
　此の事は當時としては非常の苦衷であつたに相違ないけれども・今にし
て思へば法科が苦難に拘らす、早稻田の地に踏み留つたことは早稻田法科
の爲め幸幅であつたと謂はねばならぬ。成る程、下町の地は一寸、便利の
黙もあらうが、下町では敷地を廣く取り難いこと、火災の危瞼多きこと、
殊に猫立の學府として猫特の學風を酒養するに障碍多きこと等を考慮す
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れば、早稻田の地が遙に妊く適してゐる。rオックスフォード∫ヶムブリッヂ」
等の大學が熱闊の地を避けて設立せられて居るのを見・叉近策大學が、郊
外移轄の傾向を有すること等を考へれぱ、思牛ばに過ぐるものがある。
併し、當時の法科として是等の人々の去られたことは非常な打撃であつた
らう。
　創立當時の早稻田法科には斯の如き厄難があつたのみならす、各先生の
授業時間は頗る多く所謂專務講師は一週三十饒時間に及ぶ人もあつた。
而も其の報酬の少なかつたに拘らす、創立者各位の奮闘努力は異常なもの
があり、政府の堅迫が加はれば世入は叉、却て好奇心をも生じ、學風を慕
ふ者もあり、入學者釜々増加するに至った。
（二）私學の受難期
　明治二十年頃になつて政府の墜迫は梢緩んだが、是れも重墜が綾んだと
いふに止まり、輕墜は依然として加へられた。それに封抗する爲め、早稻
田が主催となつて、都下のr私立學校聯合會」を開き、その打開策を講じた
ことさへもあつたそうである。政府は一般に私立學校撲滅策を執り、判槍
事、帝大教授等は私立學校の藪職に從事することを禁じた。此の禁令は判
事には明治二十年頃まで、大學藪授には明治二十二年頃まで績いた。
斯る障碍の間にも明治十九年といふ我が學園が大隈家の補助を仰がす・
経濟上の猫立を保つに至った記念すべき年は來た。當時の幹事、田原榮先
生は、あの一本氣な誠實さを以て、その衝に當り、此の経濟的猫立を全う
せんが爲め、月謝を滞納したる學生二百名（當時の総學生藪の約三分の
一）に、停學庭分を噺行せられたそうであるが、先生の苦衷は深く察すべき
である。其の際、法科も亦他の科と同じく四學年制となり、月謝は約倍額
に値上げせられ、其の代へ教科書は肇校から貸與することになつた。當
時の學科編制は「牛世紀の早稻田」（九六頁）に載せてある。此の年の三月、
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帝國大學令が公布せられ、官學は追々其の基礎を固めっつあつた。
明治二十一年五月、政府は明治十九年十二月に設けた「私立法律學校特
別監督」の制を慶して「特別認可學校規則」を公布した。是に於て我學園は
明治、法學院（今の中央）、專修、和佛（今の法政）の四校と共に「聯合法律
學校會」を設け特別認可學校の資格獲得及現在學生無試験の特典を得る爲
めに團結して行動した。其の間に早稻田は政、法の專門科に入る豫科を設
け叉四學年制は三學年制に復奮した。英語法律科、英語行政科が英語政治
科と共に設けられたのも此の頃の事である。明治二十一年二月、黒田内閣
の外相となつた大隈伯は翌年十月十八日條約改正の事より來島恒喜に爆
弾を投ぜられ、隻脚を失はれたが、貴き生命に別條がなかったのは不幸中
の幸であつた。併し同年十二月途に依願冤官となった。明治二十二年二
月十一日憲法獲布あり、翌二十三年十月三十日教育勅語の換護せられた
ことは法學藪育の上にも重大な劃期的な出來事であつた・明治二十三年
七月、前島密氏學園の校長を欝し、鳩山和夫博士が代つて校長となられ
た。明治二十六年十一月には學校の「特別認可制」が慶せられ、同年十二月
には「判槍事登用試験規則」に基き我が法科も指定法律學校となつた。
（三）私學襲展の曙光
明治二十九年四月、高田前絡長は初めて東京專門學校を「早稻田大學」に
改造しょうとする提議をなし、開校以來の理想は漸く表面化して來た。同
年＋一月＋八日には「法學會」の主唱の下に都下法律學校の聯合大討論會
を大講堂に開き（大講堂は明治二十二年五月に建てられ、大正十二年關東
大震災の時破損し取壊した）來會者千五百鹸名を算したo大隈伯は同年九
月松方内閣の外相に任ぜられ、明治三十一年六月には首相象外相の印綬を
帯びるに至つた。同年八月學園では種々なる事項が決議せられた中にr法
律科は全然新法典によつて授業すること」の一項がある。是れ営時民法
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典其の他の法律が新に公布せられたからである。同年九月には新民法に
i嬢り、學園を肚團法人とする旨の認可があった。
　明治三十二年九月、法科に改善を施して民法施行法、非訟事件手績法の
講座を開き、叉訴訟演習は從來一名の講師に依り指導せられたのを、裁判
官・辮護士、原告、被告等皆講師が臨席して實地の練脅をなさしめるこ
とにした。同年八月には「私立學校令」を公布したが、此の事は却て、我
が學園の大學部設置を刺戟する機縁となり、着々其の準備は進められ三十
三年二月に大學部設置に俘ふ「財務章程」其の他は定められ、校長に鳩
山和夫博士、學監に高田早苗博士、會計監督に市島謙吉氏、幹事に田中
唯一郎氏、寄宿舎長に松平康國氏、圖書館長に浮田和民氏と夫れ夫れ部
署が定まつた。同年三月には愈々高等豫科の授業が開始せられ・七月には
評議員會例會に於て、（一）大學部を新設し、專門部を併置し研究科を設く
ること、（二）留學生を海外に派逡すること、（三）特待生を設くること、
（四）制服制帽を定むること。（五）寄宿舎、圖書館、藪室を新築すること
等が議せられ、同年九月最初の留學生として文科から金子馬治氏、法科か
ら坂本三郎氏を漱洲に派遣し、翌年四月、田中穂積氏を米國に留學せしむ
ことに決定した。叉既に米國に留學中の盛澤昌貞氏を改めて本校留學生
とすることも後に決定せられた。明治三十四年一月大學部設置の願書を
東京府臆に提出し・二月基金募集の事を全國新聞紙上に公表した。大隈邸
は同年三月十四日火を失して全焼したに拘らす大隈伯は心を傾けて學園
の鑛張事業を助けられた。高田博士初め當局者が基金募集の爲め東奔西
走せられたことは言ふまでもない。同年四月文部省の認可もあつたので
新學則に依る「高等豫科」は開設せられた。風を望んで諸方より集まる
者非常に多く、學生の激は激増した。斯くて來るべき「早稻田大學」の準
備は出來たのである。
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（第二期）早稻田大學前期（皇難訂葦暫舞）
（一）高　等　豫　科
明治三十四年四月八日、新學制に依る高等豫科の授業は開始せられ、教
場には新築竣工した階下一室、階上二室を有する新講堂が使用せられた。
「牛世紀の早稻田」は此の時のことを次の如く記してゐる。「早稻田が愈々
大學部を設くる爲めに其の豫備教育を施すことになつたといふ噂が都鄙
に傳はると西から、東から、南から、北から、有爲の青年は競ふて學園
に集まり、新設の高等豫科に入つた。軍に中學校を出た者許りではなく、
官立高等學校に入つてゐた者もあり・また郷里に在つて、久しく機會を窺
つてゐた者もあつたが、いづれも學園を出たら政治界に活動し或は法曹
界に飛躍し或は文壇に雄飛しようとの肚圖を懐いて集まって來たもので
あるから、彼等の額は輝き、眼は光つて元氣が高等豫科を歴した」と。是
れは確かに當時の實惰を穿つた記述である。初めて設けられた高等豫科
に入つた者の間には濃渕たる清新の意氣が涯つてゐた。邊幅を飾らざる
素朴な外観の裡に抑ふべからざる欝勃たる元氣が盗れてゐた。併し、是れ
は何も當時の高等豫科にのみ特有な現象ではなく、凡て創業の時代には前
に頼るべき先輩もなく、自主獅立の精神を以て母校及自己の蓮命を開拓せ
んと自任する氣風が旺盛であるのを例とする。
高等豫科第一同入學生が將に豫科を終へて大學部に進まんとする三ケ
月前の明治三十五年四月に私は其の第二同入學生の一人として早稻田の
高等豫科に入學し、上述の如き有爲な青年の験尾に附して、種々有釜なる
刺戟感化を與へられたことは幸編であつたと思ふ。高等豫科の課程は四
月に初まつて翌年七月に絡るので一年牛とは言ぴながら正味は一年と二
三ケ月位であつた。此の闇に英語、國語、漢文、歴史（西洋、東洋）、商業
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簿記の外、憲法及経濟學の大意を學ばねばならなかつた。今の高等學院で
二年又は三年の間、學習するのに較べると固より短期に相違ないが、其
の意氣込は素張らしいものであった。又先生も大抵立派な先生の揃ぴで、
増田藤之助先生の造詣深き英鐸、安部磯雄先生の明晰なる謹讃、英語書取、
高杉瀧藏先生の流暢なる英語會話、梅若誠太郎先生のフ。一セット経濟英
謹、吉田巳之助先生のシ。ウィル眩洲近世史英諜、煙山專太郎先生の西洋
史、河田先生の支那史、永井一孝先生の國語、日本文典、菊地三九郎（晩
香）先生の漢文、吉田良三先生の商業簿記等で大に啓焚せられた。此の外、
高田先生の憲法講義、天野先生の経濟學講義があり、坪内先生の倫理講
話があつた。
　最初法科志望の同級生は百四五十名あつたが學期末の試験を経る毎に
次第に減少して愈よ大學部法學科に進入する頃には七八十名に減つた。
豫科時代の同級生は最初の一學期は各學科混成であり、法科だけが一級に
纒まつたのは第二學期以後で、正昧一年足らすに過ぎなかつたから・殆ん
ど當時の印象を留めない。唯第三學期に同級生が猫逢語を學科目に入る
る様に級の決議で學校に請求したことがある。當時（明治三十六年）猫逸
法の硯究が漸く擁頭しかけてゐた時で、一年前の第一期の人達は大學部
に入つて初めて猫逸語を教へられたが、私共の同級生には高等學校を三年
まで修めた人もあり、叉早く猿逸語を學び始めた人々があつたので、大學
部に入つてから猫逸語を始めたのでは猫逸法の原書を讃む闇に合はない
から一刻も早く豫科の時代から猫逸語を教へて貰ぴたいといふ熱心な希
望を學校に申出でた所が、當局者は直に受け容れ其の御蔭で吾々は先づ豫
科の第三學期（帥ち明治三十六年四月）から猫逸語を手解きして貰ふこと
が出來た。當時の猫逸語の先生は藤山治一先生と司馬亨太郎先生で、英語
で解説したオットー猫逸語會話文典と猫逸語初歩とを藪科書として教へら
れた、最初は角の出た尖つた凋逸文字が分らす弱つたが、他方には既に数
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年訪から習つてゐる人が有って、流湯に文字を讃むので初めは語學力の相
違に一驚を喫したこともあつた。叉煙山先生の西洋史は課題を與へて論
文を作らせられるので自主的な讃書執筆に興味を覧えた。斯くて明治三
十六年七月高等豫科を卒業したが、各學科の卒業者と平均黙数とが貼り出
されたのを見ると優秀な成績の人々が蛙んでゐる。其の中でも文學部の關
與三郎、杉森孝次郎（當時、白松）、片上伸、伊藤秀夫、中村萬吉、相馬昌
治（御風）・會津八一、小杉徳氏等は出色の方であつた。猫り學業のみなら
す・人物のしつかりした人々を多く見受けた。
（二）大學部法學科
明治三十六年九月から愈よ大學部法學科に入り同窓と共に法律の講義
をi聴くことになつた、卒沼験一郎先生の民法総論、仁井田釜太郎先生の物
擢法一部、岡田朝太郎先生の刑法総論、有賀長雄先生の國法學、中村進午先
生の親族法、鈴木喜三郎先生の民事實習、杉田金之助先生の英法（テリー
法律原論）、中村進午先生の猫法（ガーライス、法學通論）、天野爲之先生の
経濟學（経濟學綱要）等があり、叉藤山治一先生のオットー猫逸語會話文
典は豫科から引績き使用されたが、毎時間、英文猫講があり、一た學生に
課せられるので、準備して來ないと甚く叱られた。其の外に藤山先生の編
纂に成る猫逸語讃本も脅つたが、何分英法猫法象修であり、法律の講講と
讃書とに興味が傾いてゐるので、一般語學は相當骨が折れた。殊にガーラ
イスの法學通論は英法のテリー法律原論に比して遙に困難を畳えた。叉
其の間には米人ホーズウェル博士の英會話もあつた・
第二學年では美濃部達吉氏行政法、岡田朝太郎氏刑法各論・豊島直通氏
刑事訴訟法、干沼験一郎氏民法総論（補講）、牧野菊之助氏物灌法二部、横
田秀雄氏債穫総論、坂本三郎氏相績法、中村進午氏國籍法、飯島喬干氏商
法総論、青山衆司氏商行爲法、粟津清亮氏保瞼法、今村信行痔尾事訴訟
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法第一、二編、齋藤十一郎氏民訴三編乃至五編等があへ杉田金之助先生
の英國法（アンソン契約法）・中村進午先生の猫法（デルンブルヒ「パンデ
クテン」）等があつたo
　第三學年では美濃部氏行政各論、中村氏國際公法、山田氏國際私法、鈴
木氏債灌各論、原氏會肚法、岡野氏手形法（緒論のみ）、加藤氏海商法、岩田
氏民訴第六編以下、小山氏私法實習、津輕氏猫法（デルンブルヒ「パンデ
クテン」、杉田氏英法（アンソン契約法）等の講義を聴いた。私共の在學中
は卒業の間際まで殆んど全部、鈴木喜三郎先生が教務主任として何かと
面倒を見て下さつた。討論會も一年に歎同行はれ、訴訟演習も年に一同は
行はれ、卒業後の身の振り方なども例の親分肌の構熱を以て世話せられ
た。小山温先生（科長）、坂本三郎先生（藪務主任）が代って教務に軟掌せら
れたのは私共が卒業する少し前であつたが、併し小山先生からは卒業後、
研究生時代に商法の研究指導を受けた。
　明治三十八年七月大學部の第一同卒業生が出た時から、學園では專任教
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　フエロに員養成の目的を以て各科から一入づつ、一年聞、有給の「特待研究生」制
度が施かれた。第一期には政治科から大山郁夫君、法科から北原淑夫君、
文科から原口竹次郎君が選ばれた。第二期には政治科から貴虎孟太郎君、
文科から關與三郎君、法科から私が淺ることになへそれから、第三期、
第四期頃まで綾いたが、途に中縄せられたのは惜しかつた。尤も商科は明
治四十年に初めて卒業生を出したので、第一期に齋藤朋之亟君、第二期に
宮島綱男君が研究生として残つた。法科は第三期に淺るべき人が無いの
で、私が更に一年間恩典に浴することになった。是等の諸君の中で、大山
君は政治學者より急轄して實際政治に入へ其の他の諸君も皆學園を去
つて・今両ほ學園に居るのは關君と私とだけである・此の制度は或は豫
期の結果を牧め得なかつたかも知れないが、其の他に封する學問的刺戟は
相當にあつたと思ふ。當時の出身者から研究生以外に立派な學者が輩出
■10 法　　科　　同　　顧　　録
してゐるのは必すしも時世とばかりは言へないと思ふ。「牛世紀の早稻田」
は明治三十八、九年を「文學科の花の時代」と構し、「何しろ第一同、第二同
の卒業生は皆風を望んで學園に馳せ参じた剛の者で…・、學識に於て人物
に於て「一廉」と評せられる資格を有つた者に富んでゐる。・…眞摯と熱意
とが文學科に盗れて政経學科や法學科に劣らぬ成績を撃げ得たのであつ
た。…・ぴとり文學科のみならす政経學科に於ても法學科に於ても・…大
學の早期は浪漫時代であつた。不思議はない、そこから績けさまに新人が
輩出して・政治界に、経濟界に、法曹界に、文藝界に、哲學界に新しい蓮
動の波紋を刻んだことは」といふてゐる。法學科が果して此の讃欝に値す
るや否や、世人の判断に任する外はないが、兎に角、自ら任じて荊棘を開
き勇往魑進せんとする創業の意氣に燃えてゐた。其の爲めか高等試験に
合格した者も明治三十八、九年には著しく多かつたのである。此の頃の出
身者が今正に働き盛りの時期で、政経學科では大山君の外、永井柳太郎、
瓜生卓爾、石澤愛三、名取夏司、青柳篤恒、菊地茂、森盛一郎、崎山刀
太郎、松村譲三、山道塞一、牧山耕藏、安倍邦太郎、永井清志の諸氏があ
り、文學科では原口竹次郎・吉江喬松（孤雁）、日高只一、高須芳次郎（梅
漢）、中村仲、會津八一、伊藤秀夫、飯塚牛衛、生方敏郎、岡村千曳、楠
山正雄、杉森孝次郎、關與三郎、相馬昌治（御風）、片上伸、高日義海、中
村萬吉、村岡典嗣、橋戸信、の諸君があり・法學科には安藤琢磨、井上瞬
治、小野義夫、上倉三之助、小柴卯之七、五泉賢三、河野乙三、厚東太
郎、國分義一、山宮鼎、林癸未夫、深井貞亮、二木千年、石田義太郎、舟
崎仁一、磯山愛一郎、小泉改雫、坂口武市、野口次郎、戸塚眞一㌔古殿
基、松本増夫、高橋利卒等一騎當千の猛者がゐた。爾ほ其の以後の出色の
人疫を墨げれば殆んど際限が無い。
　當時の制度として特筆すべきは前述。卒業後の特待研究生制度の外に、
在學生に特待生制度があつて、優秀な成績の學生には學費を冤除すること
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になつてゐたことである。此の二制度は其の實績に鑑み、假令直接の敷果
を齎らさないとしても間接に學問的競孚心を刺戟して向上心を起さしむ
る敷果はあつたと思ふ。鯨り成績の末にのみ拘泥するのは感心しないが
學力と努力とに差異のある者を一切無差別にするのは誤つたrデモクラ
シイ」の飴弊で、考へ物ではないかと思ふ。聞く所に依れば、五十周年記
念として、御下賜金に基きら恩賜記念賞」の制度が定められ、學生にして
優秀な論作を成した者に與へらるることになり、又「優等賞」が優秀な卒業
生に與へらるることになつたといふ○洵に慶賀すべきことと思ふ○
　斯る間にも母校は断えす嚢展を綾け、明治四十年四月には定款を攣更
して校長・學監を康し、総長に大隈侯、學長に高田博士が就任せられ、同年
十月、創立二十五年祀典を・撃げられ，大禮服姿の大隈伯の銅像が校庭に建
てられた。明治四十一年四月から理工科の豫科が開設せられ、學園の第二
期横張計叢は其の緒に著いた。大隈総長は約七千坪の地所を大學の敷地
として寄附せられ、同年五月には辱なくも皇室より金参萬圓の御下賜金
を頂戴する光榮に浴した。今の恩賜記念館は此の優渥なる天恩を記念す
べく明治四十五年五月、建設費六萬三千圓を以て建てられたものである。
　明治四十一年五月、學園は祉團法入の組織を改めて財團法人とする認可
があった。明治四十二年の秋から大學部理工科の本科が開設せられて學
園の大學部は鼓に政、法、文、商、理工の五學科となり、校蓮の嚢展を
象徴するに至った。明治四十二年二月には高等豫科學生の主唱に因り校
風刷新大會が開催せられ、學園の獲展に俘れて附近の風紀が問題となり之
を粛正せんとして、血氣に燃ゆる純眞な豊生が熱烈なる蓮動を開始し、こ
れに因り學園の環境が浮化されたことは慶賀の至りで、其の意氣や肚なる
ものがあつた。
　明治四十三年二月、法科科長小山濫先生、同教務主任坂本三郎先生は
辮任せられて、中村進午先生が法科科長となられ、教務主任を置かすに法
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科の爲めに壷力せられ、爾來、大正九年四月まで十一年聞、科長の職に就
いて居られた。
　明治四十三年三月には學則の改正が行はれ、法學科を猫法科と英法科
とに分つことになつた。其の結果、大正三年から初めて猫法科と英法科の
卒業生が出ることになつた。夫れまでは學生は一人で英法猫法蒙修叉は
一時英法佛法の裳修もあつた・
　明治四十四年十月には前校長鳩山和夫博士が長逝された。博士は明治
二十三年から四十年まで十八年間、學園の校長として濫力して居られたが
敏に法曹界の書宿を失って悼惜の至りであつた。吾々の卒業式の時には
博士が校長として訓示せられ「諸君は郵便函の如く正確にして信用ある人
物となれ」と戒められた。「春風の如く世を恵み、夏雨の如く人を潤す」と高
田先生が告別式に讃まれた弔躇は博士の爲入を穿った詞であらうと思ふ。
　明治四十五年は學園創立三十周年に當るので、記念観典準備の相談が當
局者の間に進められてゐた時、辱なくも五月十七日、東宮殿下（後の大正
天皇）の行啓を仰ぐ光榮に浴し、學園は徴喜して堵列奉迎した。然るに同
年七月に入つて明治天皇陛下の御不例に憂催してゐたが、七月三十一日途
に崩御になり、上下哀悼の裡に東宮殿下が践柞あらせられ、明治は四十五
年を以て大正と改元せられた・
　大正二年十月、母校には盛大な創立三十年記念就典が學げられ、大隈総
　　　　　　　　　　　　　ガウン長は新に制定せられた深紅の式服を着て早稻田大學敏旨を宣し「早稻田大
學は學問の猫立を全うし、學問の活用を敷し、模範國民を造就するを以て
建學の本旨と爲す云々」の趣旨を明にし鼓に學園教育の大綱は定まつたの
である。當時の大隈総長の演説は載せて「早稻田學園」にあへ記事は「創立
三十年記念早稻田大學創業録」に詳である。私は大正元年八月、諒闇中に
臥洲留學の途に就き、當時丁度伯林滞在中であったから此の式典に参列し
なかつたが、それは實に盛大なものであつたといふことであるo
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　大正三年三月、山本内閣総餅職の後を承けて大隈内閣は組織せられた。
七月、世界大戦に當り、群議を排して、断然封猫宣戦を布告し、我が國の
態度を決したことは蝕りにも有名な事實で、國運の嚢展に重大な關係を有
する事柄である。又大隈内閣の當時、大正四年十一月、京都に於て御帥位
の大典が行はれ、大隈総長は首相として此の大任を果されたことも周知の
事實である。其の御大典の前日、満都は日の丸の國旗と提灯に輝いてゐ
る十一月九日、私は蹄朝して東京に着いたのであつた。同年七月、大隈総
長は侯欝を授けられ大勒位に陞叙せられた。
　學園は御印位の大典を記念する爲め、大正四年十一月から向ふ二箇年間
に資金三十萬圓を募集し、之を以て（一）各學科研究室の新設。（二）恩賜
記念館内研究室の増設。（三〉圖書館閲覧室の改築及び書庫の増築を行ふ
方針を定め、着々之を實行して、大正七年八月末には申込金額六十三萬圓、
實牧総額四十六萬飴圓に達した。之を以て恩賜館の左翼は増築せられて
左右爾翼均齊の取れた美観を呈し、新圖書館及び研究室は新築せられて學
園の建物は次第に整頓せられた。
　學園の施設は斯くて着々改善の歩を辿りっっある間に大正五年暮頃か
ら所謂「早稻田騒動」といふ不祥事が我が學園に起つた。高田學長外遊に
付き、留守中天野博士が・學長の職に就き経螢に當つて居られたが、高田
先生は大正三年十一月饒朝後、族の疲を癒さるる逗もなく、大正四年五月
勅選議員に任ぜられ、八月文相の印緩を帯びて内閣の班に列せらるること
になつた。大正五年十月、内閣絡欝職後、暫く閑地に就かれたかと思ふ闘に
學園内には少肚藪職員の間に何となく不穏の室氣が醸され始めた。當時
の事情は入々に依り見る所を異にし、蝕り愉快な事でもないから時の経過
に從つて、事實の判明を期し、今は之を省略する。唯其の結果として學園
の元勲に大小の創痩を負はしめ、五教授一職員の解職となり叉此の際に有
爲の中堅教授が學園を去つたことに因り學園の蒙りたる有形無形の損失
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は、測るべからざるものがある。高田先生の詞に從へば學園は之が爲めに
少なくとも十年間其の進蓮を阻まれた。法科としては井上折治、三瀦信
三の二氏去り、小山温先生も此の頃から學園を遠ざかられた。
此の事あつて後、雨降つて地堅まるといふのか、將た叉學園勃興の力が
旺盛である爲めか、さしも荒れ狂つた早稻田の嵐も幸に治まへ平沼淑郎
博士が學長として騒動後の鎭撫整理に當られ、學園は漸く再び元の軌道に
乗め獲展の一路を辿るやうになつた。大正六年九月十日には改正校規の
認可があり、學園に實施せられた。十月二十七日には大講堂で創立三十五
年記念貌典が行はれた。病後の大隈総長、新任の雫沼學長、澁澤基金管理
委員長、中橋文相の演詮、校友絡代埴原正直氏の就餅等があつて、式は絡
つたが、何となく嵐の後の静けさ、否な寂しさがあつた。
（三）專門部法律科
邦語法律科は前述の如く明治十七年に第一同の卒業生を出してから明
治三十七年まで績いたが、明治三十八年七月、第一同の大學部法學科の卒
業生を出した時に、專門部法律科でも第一同卒業生を出し、以て今日に
及んでゐる。專門部法律科は大正九年三月までは外國法研究の外は大學
部法學科と合併講義をしてゐたので、二者は同級生の關係に在つた。言は
ば帝大の選科生に似たやうな状態であつた。此の科からも、優れた有爲な
人物を出してゐることは後に重なる校友を例示したのでも明である。二
三の優れた學生が專門部に在ると大學部の方は堅倒せられたことも決し
て稀ではなかつた。專門部法律科は前には殆んど純法律の科目で僅に経
濟學がある位であつたから、專心法律研究に從事する關係上、日本の法
律には中々精しい人があつて、外國法の負捲を飴計に課せられてゐる大學
部の人々は一般教養の長所はあつても、專門法律の知識は動もすれば專門
部の人には劣るかと思はるることもあつたが、氣風の上には何となく相
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異する所があつた。併しながら同じ早稻田の學風の中に生育した人々で
あるから共通黙を多分に有することは言ふまでもない。又專門部出身の
人々でも有爲な人は外國語の學習を怠らす、將來の嚢展を心懸けてゐたか
ら出色の人が相當に出てゐる。其の近來の嚢展に付ては後に述ぶること
にする。
（第三期）早稻田大學後期（皇麟雑甥）
（一〉法學部の濁立
　早稻田大學後期は專門學校令下の早稻田大學が大學令下の早稻田大學
に嚢展した時代を謂ふのである。早稻田學園は明治三十五年以來「：大學」
と構してはゐたが、それは名義上のみで、両ほr專門學校令」の支配を受け
てゐたのである。然るに大正七年の末に新「大學令」が公布せられ官公立
の大學と私立大學とは共に大學として認められ、資格に於ては同等になつ
た。唯文部省は私學の基礎を輩固にする爲めといふ理由の下に、一定の金
額を國庫に供託すべきものと定められた。其の額は軍科大學は五十萬圓、
綜合大學は一學部を増す毎に更に十萬圓を供託せねばならぬ。等しく國
民の教育に從事しながら、國家の補助なく租視の背景なき私學として、斯
の如き負捲は頗る苦痛であつたに相違ない。併しながら一難を増す毎に
勇氣倍々加はる學園の當局者は、有力なる學園の後援者と母校愛の熱意に
燃ゆる校友との援助に因凱途に供託金を調達して國庫に納むるに至つ
た。學園の供託すべき金額は五學部として九十萬圓であつた。之が爲め
に當局者の蓋力は容易ならざるものがあつたことは想察するに飴りがあ
る。併しながら此の難題は釜よ學園の財政的基礎を輩固にする敷果があ
つたことは言ふまでもない。
　私學が新大學令の大學となるに付ては高田先生の「牛峰昔ばなし」にも
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言はれた通り、早稻田、慶磨の如き有力なる私學が存在してゐたといふ事
實が時勢を此所に導いたもので、決して一片の議論に因り生れ出たもの
ではない。帥ち論より讃擦の力である。之につけても學園の創立者並に
之を縫承して蓋痒せられた先輩の恩澤に感銘せざるを得ない。併しなが
ら名實共に新大學令下の大學として恥かしからぬ内容實質を備ふる爲め
には此の機會に出來る限りの改善を施すことが必要である。機を見るに
敏なる高田先生は大學令の實施以前から朗に「大學令實施準備委員會」を
學内に組織して着々其の準備に取掛つて居られた。
　此の時、法科に取りて一の重大な事件が起つた。それは右の準備委員會
に於て法學部を政治経濟學部と合併して一學部とせんとする議の定まつ
たことである。當時、中村進午博士が法學科科長であり、維持員でもあつ
たが、吾々は後に至つて、學科配當の協議委員として會合した際に、不
圖其の事を洩れ聞いたので、これは法科の浮沈に關する一大事と考へ、學
科配當の事は一通砂議して置いて、直に遊佐、中村（萬）二君に諮り、政、
法を一學部とすることの法科稜展上不合理なることを認めたので、翌日、
三人訣を蓮ねて高田先生を駒込動坂の邸に訪間して法科の滑革を読き、そ
の性質と、歴史、傳統の異なる二者を一學部に合することは將來の嚢展
上、種々なる障碍あるべきことを力読し・之を二學部として從來の如く
存立するよう、改められんことを要望した。先生は吾々の申出を一々題取
られて後、殆んど間髪を容れすともいふべきほど敏速に、君等の言ふ所は
尤もだ、能く相談して出來るだけ改めるようにしようと答へられ其の輔同
の速なること水の流る～が如しとも謂ふべき有様であった。併し吾々は
両ほ此の上にも大事を取り、翌日會議の始まる前に中村（進）先生に別室で
會つて之は法科の浮沈に關する大間題なれば、十分に貫徹を圖られたしと
渤読し、先生の諾かるるを見て引揚げたが其の時の會議で、幸にも法科は
政経科から猫立の一學部として存立することに決定した。其の結果を聞
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いた時の嬉しさは讐へようもなかつた。
　若し法科が政治経濟學科に合併せられて一學部内の一學科に過ぎない
ものとなつたら如何であったらう・先づ園書館の圖書購入費は一學：部の
牛額を割當てられ法律書の充實は甚だしく邊延したであらう。次に法科
の學術機關雑誌「早稻田法學」に封する學校の補助金も現今の牛額に過ぎ
す、且っ恐らく猫立の雑誌の嚢刊すら出來す、法律政治経濟雑誌といふ
如き雑炊が出來上へ編輯上の意見の相違其の他で有形無形の攣肘を受け
自然、法科猫特の行動は困難であったに相違ない。是等の黙を考へても
此の法學部の猫立は學園の獲展上有意義であつたと信する。
　併しながら法學部が猫立の學部となつたことは其の後に於て重い責任
を吾々の讐肩に荷ふべき機縁となつた。豊ロち法學部が猫立の學部となり、
十萬圓も供託金を積んで貰ぴながら、若し萎靡振はない如き結果にもなつ
たなら洵に申課のないことであるから・此の上は浩極政策に茸んすること
なく、身を挺して法學部及び專門部法科の嚢展に粉骨辞身しなければなら
ぬと一同は深く決心したのであつた・
　改革の第一着手として大學部と專門部との講義が分離せられた。叉專
任教員を養成し、學界に進出する必要があり、同時に師弟間の情誼を厚く
し、學園生活をして経生忘るること能はざる思出深き「心のふるさと」た
らしむることに努力する必要を痛感したのであるo固より藪壇を學園出
身者で猫占する如きことは筍且にも考ふべきことではないが、從來の如く
專任が遊佐、中村（萬）二君と私との三人だけでは籐りに心細いから、騒擾
後、人員訣乏の時ではあり、勇よ專任敏員養成の方針を樹てた。此の頃
田中博士は高田博士の片腕となつて學園の経螢殊に財政的方面に敏腕を
揮つて居られたが、如何にも法科專任の少激なることに同情せられ陰に陽
に援助して異れられたことは吾々の感謝措く能はざる所である。兎角、振
はざりし早稻田法科が若しも近來多少とも稜展の勢を示したとすれば、そ
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れは同僚諸君の一致協力に侯つことは言ふまでもないが・高田先生に次い
で田中先生の理解援助の賜物であると謂はねばならぬ。
　中村（進）先生は前’にも述べた如く、大正九年四月まで十一年間、法科科
長として法科の爲めに壼痺せられたのであるが、當時、東京商科大學教授
を鍍ね街ほ他の諸大學の講義をも捲當して居られたので、學園法科の爲め
に專心事に當る人の存在を必要と認められたか、途に大正九年四月法科の
科長を辮任せられた。其の後を承けて、田中理事から私に法學科の教務主
任となり、遊佐君に專門部法律科の敏務主任となるようにとの内命が下つ
ナこ。私は一學究として、絡始したいといふのが本來の希望であつたから教
務主任といふ法科の雑務に鞍掌することはその材にあらす、素志に反する
ことであつた。併し假令厭でも法科の爲めに是非引受けよとの勧読に、遊
佐君と共に途に之を引受け教員會に於て新任の御挨拶を爲し、今後も引綾
き中村先生の御指導を仰いで職責を果したい旨を述べた。そして法科科長
は當分置かすに教務主任が專ら事に當ることになつた。見渡せば先生とい
ふ先生は、大抵先輩老大家で、未熟な吾々若輩が果して其の重任を全うし
得るやは心許ない限りではあつたが、決死の箆悟を以て突立ち上る外はな
いと決心して敢て其の衝に當ることになつた。私は當時、就任の貌賀會を
開いて異れた入々に封して、「私の今同の就任は私の素志よりすれば一種
の脱線である。其の内、適當な機會に元の軌道に立締り、志す方に魑進し
たい」と挨拶したことがあつた。夫れも早や今より十三年の昔となつた。
（二）大學令下の新學制
新大學令に準擦して設けられた新學制は大正八年九月十二日丈部省に
認可申講を願出で・大正九年四月一日に其の前日の日附を以て大學部學則
其の他が認可せられた。認可申請までは種々なる教務に忙殺せられた。
當時の學科配當は「牛世紀の早稻田」に載せてある（三一六頁参照）
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　大正八年九月「學位規程案」を學長より提示せられ、各學部より審査委員
を選定し、法學部よりは中村（進）博士と私とが委員に選任せられた。
學部の豫備門ため高等普通教育を行ふ設備として三年制の第一早稻田
高等學院が創設せられ授業の開始せられたのは大正九年四月であつた。
翌大正十年四月、二年制の第二早稻田高等學院が創設せられた。爾學院か
ら進入した學生が法學部の新學制の下に、初めて授業を受けたのは大正十
二年四月で、法學部の第一同卒業生が初めて肚會に逡り出され、官私平等
に「法學士」と稻し得たのは大正十五年（昭和元年）三月であつた。尤も奮
制度の高等豫科は大正九年以後、學生の募集を行はす、大正十一年三月に
康止せられた。此の蕾高等豫科最後の二箇年修了の法學科生も、特に各一
年間年限を延長して在學し大正十二年に卒業した者は「別格」と構し、法
學士の稻號を許されたのであるから、法學部卒業生は先づ大正十二年三月
から世に出たものと見て宜しい諜である。
　制度が改まり面目を一新した時には人心も亦改まり、清新濃刺の元i氣を
喚起するのが常である。學園が東京專門學校から早稻田大學となつた時
に・一般の元氣濃り、有爲の人才を多く出した如く、大正十二年以後、大學
令下の早稻田大學卒業生が生れ出た時以來、法學部には更に清新のi氣が盗
れ自信を生じたやうに感する。高田先生は各地を巡遊して露來屡々言は
れるのに學園出身者は其の数量に於て増大したのみならす、其の品質に於
ても次第に向上して各方面に頭角を顯はしてゐることは愉映にして末頼
しい極みであると。兎に角、學園出身者が學制の改革毎に向上して自信を
生じ、自任の風を養つたことは確實である。併しながら、生存競争も亦
次第に激甚の度を加へるから、學校卒業後、肚會上に一定の地歩を占むる
のは少なくとも十年、稽圓i熱の境に入るのには二十年はか』るものと見な
ければなるまい。左れば大學令下の法學部出身者が肚會に出でて花を嗅
き、實を結ぶのは之を十数年の將來に期せねばならぬ。卒業後僅に七年乃
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至十年を経たる當今に其の成果を求むることは荷早に過ぎる。唯、梢著し
く其の成績の現はれて來たのは高等試験合格者数の増加である。同試験合
格者の激は前には数名に過ぎなかつたが、大正十四年以來増大して、大正
十五年（昭和元年）から昭和四年に至るまで、四十名を突破するに至つた。
　大正十年十月、學長干沼淑郎博士は欝任を申出で、四月四日維持員會に
於て選出せられた五人の理事中よ砂窪澤昌貞博士が新に學長に互選せら
れ、十一月三日學長就任式が行はれた。此の間に法學部では新校規に基き
學部教授會で學部長の選學が行はれ、從來教務主任として翫に一年有牛教
務に軟つた不省私が第一同の法學部長に選任せられ総長の囑任により十
月四日から就任することになつた。最初は任期三年であつたが、劇職なる
故を以て第二同目から二年になつた・爾來・今日まで引績き學部長の重
任を負ふてゐる。
　大正十年塵澤博士の學長就任と前後して大隈総長は褒病せられ、翌大正
十一年一月十日途に不録の客となられた。絡始學園嚢展の原動力となり
其の偉大なる人椿の庇護の下に學園が今日を成すに至つた総長の蔓去は
眞に學園を一時暗黒にした。學園は十日から十九日まで休校して全員が
喪に服した。十七日には國民葬といふ未曾有の盛大な葬儀が日比谷公園
で行はれ會葬者二十萬人と欝せられた（李生最も総長に接近し親妥した
窪澤博士が総長麗去の時學長となつて居られたことは不思議な因縁と謂
ふべきである。田中博士は大正十年九月、大學令實施に付き欧米の大學制
度覗察の爲め漫遊の途に上り、大正十一年五月大隈侯記念事業の爲め學園
混雑の際に繍朝せられた。此記念事業は金二百萬圓を募集して・故総長の
生前、念願とせられた大講堂を建殼し、且っ大隈家邸宅を學園に寄附せら
れたことに封する御禮に充つるものである。此の資金募集は幹部は勿論、
教職員、校友學生総動員ともいふべき大規模のもので、高田名碁學長が記
念事業委員長として自ら陣頭に立ち指揮せられた。教員は各地方に出張
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して、講演を行ぴ、職員と校友學生と協力して寄附金募集に奔走した。翌
大正十二年九月に至り關東大震火災の爲め此の事業は大頓挫を來したけ
れども・大正十五年一月には豫定額を超えて二百〇二萬八千蝕圓に上っ
た。意外の天災の爲めに金額は實費を差引けば豫定額に達しなかつたが、
學園の藪職員と校友と學生と三位一艦となつて學園の爲めに協力した精
紳的敷果は頗る偉大なるものがあつたと信する。
（三〉圖書館及研究室
　圖書館は精紳の糧の源泉であり學園の根城である。高田前総長は嘗て、
早稻田大學の全校舎が假令無くなつても最後に圖書館だけは淺存する様
にとの遠大な意圖を以て圖書館の建立充實に蓋力したと言はれたことが
ある。學園の開設當時から圖書館第一主義を以て進んだものらしいが、
最初は奮文學部教室（今は東伏見運動場に移轄し保存してある）二階八聾
を圖書室に充て、二個の書架を据附けたが、列べる書籍がないので、大隈
家から藏書の寄附を乞ぴ、叉校長大隈英麿氏が外國から將來した書籍と他
の藪職員から寄贈せられた書籍とを列べて、僅に教員學生の閲覧に供する
といふ微々たる款態に始まつてゐる。然るに明治十七年一月・書籍回覧の
目的を以て圖書を蒐集し圖書館に託して會員に閲覧せしむることにして
から圖書館の基礎は定まつた。今も荷ほ古い書籍に「同攻會印」のあるの
を見受けるのは當時の遺物である。更に明治十九年に、學園は大改革を断
行して月謝を増額した代償として學生に教科用原書の無料貸與制度を設
げた際、大隈家の寄附に因り多数の原書を購入したので、藏書は餓程増加
した。明治二十二年に煉瓦建の奮大講堂が出來た時、其の階下の一室を書
庫に充て其の隣に閲覧室が設けられたが、其の闘覧室も嘆に五十名内外を
牧容し得るに過ぎなかつた。此の圖書室で最も熱心に書籍を借覧したの
は明治三十年に英語政治科を卒業し後に米國大使となつた埴原正直氏で
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あつたとは圖書館の故石井老人の話である。
　明治三十四年に清國留學生監督鑓洵氏が露國に際し、漢籍藏書四千鯨冊
を寄贈し、翌三十五年、前東京帝大講師リース氏から洋書二千鯨冊を購入
したので其の六月には藏書二萬六千器に及んだ。斯くして圖書館は狭隆
を告げ整理すらも出來ないので、明治三十五年九月帥ち東京専門學校が早
稻田大學と改構せられた頃、書庫と閲覧室とが新築せられて同年十月から
開館せられたのが、私共の一方ならす御厄介になつた木造の奮圖書館で、
五十周年の今は其の閲覧室が向きをi攣へて法學部の教室虹に事務所にな
つてゐる。煉瓦の書庫は現在の圖書館萌に斜に横はつてゐたが、昭和七年
八月本部の新築の爲めに取壌された。
　此の奮圖書館が出來た時から圖書館の焚展は學園全禮の獲展と共に目
毘ましきものがあり、市島謙吉先生が最初の圖書館長として圖書の整理、
目録の作成、標本の陳列、等が着々行はれた。明治三十七年十一月以來公
衆の閲覧をも許したが、特に吾々の有り難く感じたことは夏期七月中にも
開館せられた一事である。授業に休暇はあつても學問に休暇はない。授
業の累なく、，思切つて研究に淡頭し得る夏休みに圖書館の開いてゐること
は學問の進歩に絶大なる敷果がある。開館時間の延長と休暇中の開館と
は學問の府に於て最も重大なる意義がある。殊に法科の如く初夏から秋
にかけて高等試験を受くる者の最も勉強すべき時期に、來訪者を避けて静
粛境に身を置き專心研究に一日を逡り得ることは試験の成敗に重大な關
係があり延いて學園法科の興敗にも影響する事である。此の上に八月中、
一部分でも開館して貰つたら如何ばかり自主的研究者に裡釜することで
あらう。
　市島先生の館長時代には斯の如き改善が行はれたのみならす、稀潮の珍
籍が蒐集せられ、殊に後に國寳に指定せられた「禮記子本疏義」「王篇」の如
き支那本國にも無い珍本が先生の蓋力に因り田中光顯伯から寄贈せられ
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た。先生は實に我が學園の圖書館震達史上忘るべからざる恩人である。
　大正六年八月市島館長欝任の後を承けて中島牛次郎、吉田東伍、卒沼淑
郎、安部磯雄の諸氏が相繊いで館長又は館長事務取扱となられ、圖書は年
と共に増加したが大正十二年十月以來、大學部法學科の明治三十八年出身
にして経濟學博士たる林癸未夫氏が館長となへ鋭意改善に努めて今日に
至ってゐる。
　法律書の購入は他の圖書に比して頗る貧弱なる感があつたが、猫逸法律
書が梢々著しく増加したのは明治三十七、八年の頃、阪本三郎、池田龍一
の二氏が猫逸留學から蹄朝せられた時・猫逸書の購入を託せられて將來し
たのが初めである。明治三十九年に私が法學科を卒業した頃、假綴の新刊
濁逸書が圖書館の書架に在るのが、如何にも有難かつた。當時假綴の本が
多かつたのは購入費が少ないので、少しでも鯨計に本を購入する爲めで
あつたらしい。夫れが後には運搬の際又は閲覧中に次第に離れ、破れて無
淺な姿になり漸く製本せられても、頁が抜けてゐたり、背の金丈字が間違
つてゐたりして今荷ほ残i存してゐるものが少なくないカ㍉當時としては實
に法科に於ける大早の雲寛であつた。
　其の後法律書の増加は他の政治、経濟、歴史、文學書等に比して決して著
しいものではなかつたが學園の震展に俘ひ圖書購入費の豫算も次第に増
大した。併し專任の人の居ない爲めか購入の方針も確立せす、頗る散漫な
る購入振りであったように思ふ。
　明治四十年頃から語學に堪能なる井上折治君が講師となり翌四十一年
から私も藪職に就いたが、當時は法學通論の講義以外は一般猫逸語の澹任
であつたので法律書の購入にまで手を伸ばす鯨裕に乏しかつた。明治四＋
四年頃井上君が刑法研究の爲め留學し、大正二年蹄朝せられた頃から法律
書の購入は追二軌道を走るようになり、殊に同君專攻の刑法書は著書雑誌
のみならす軍行論文まで丹念に注文して蒐集せられた。私が大正四年に鰍
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洲留學から鰭った頃には、主として猫逸の法律書は刑法を初めとし、飴程
多くなつてゐた。其の後世界大職の爲めに猫逸書の輸入は頗る阻害せられ
たから、手廣く書籍を蒐集するよりは寧ろ基本書を糖讃する方針となり、
又日本の判例研究の氣蓮も生じて、自然猫逸書の購入は停頓の朕態にあ
つた。英、米、佛法書の購入も割合に逞々たるものであつた。併し、當時
恩賜記念館三階に各科の研究室があったことは吾々に非常な砺究の便宜
を與へられた。若し例の早稻田騒動が研究室の一角から起らなかつたら如
何に仕合せであつたか。大正五年頃から其の爲めに煩されて貴重な研究時
間を殺がれたことは遺憾であつた。
　大正八年世界大戦の絡臆した後、法科專任の遊佐、中村（萬）二君と私の
三入は久しく停滞してゐた外國法律書購入に眞劒に着手し始めた。大正九
年四月から遊佐君と私とが夫れ夫れ専門部法律科と大學部法學科の教務
主任として教務に從事するようになつて、同じ研究室に立籠り、午餐の時
も一所に顔を合せるので圖書購入の相談も便宜であつたc遊佐中村二君は
主として民法に關する著書論文雑誌を注文し、私は主として商法のそれを
注文したが遊佐君は民法の外に、法制史料殊にハンムラビ法典に關する資
料に及び、中村君は勢働協約に關する資料をも蒐めて居られた。是等が爾
君の學位論文起稿の材料となつたことは言ふまでもない。叉「早稻田法學」
第一巻の巻頭に掲げられた遊佐君の「ハンムラビ」法典の研究を生み出し
たのである。斯くして外國法律書購入の手は英米の判例集、法令集の如き
浩欝なるものに及び、叉猫逡の法律年報雑誌類に及び其の購入費は次第に
増大して法科のみで六七千園に上つたことがあつた。私は常に法科が種々
なる鮎に於て立ち後れになつてゐることを遺憾に思つてゐたので、當時か
ら學園の會計を掌つて居られた田中博士は法科の立場に相當な理解と同
情とを有ち、飴程寛容の態度を持しては居られたが、法科の圖書購入費は
増大して停止する所を知らざる有様を見象ねられたと見え・一日私を呼ん
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で、學園の限りある牧入を以て蝕り圖書を購入されては困るから此の邊で
打切りにせよとの嚴命であつた。私も衷情を御察してはゐたが、それでも
既に注丈を出した本で來年以後ポツポツ來る分は是非購入を御許し願ぴ
たいと言ひ、多少遠慮しつつも矢張購入の手を緩める課に行かなかつたが
御蔭で法律書も幾分充實して來た。併し其の後各學部の圖書購入費は定額
を割當てられ、唯豫備金で各學部の過不足を調節するととを得るに過ぎな
いやうになったので、法學部もそれに從ふ外はなかつた。叉大正十二年以
後、中村（宗）教授に法學：部の圖書委員を依囑して購入すべき圖書の選定、
注文、整理の事務を執つて貰ぴ、各自からの購入申出を集めて適宜按配す
ることになへ是れより法律書購入も漸く整備の域に入り、事務は敏遠に
庭理せられる様になつた。又圖書館の商議員が各學：部から二名づっ囑任せ
られ、圖書購入に付き協議に與凱豫備金の分配等を議することになり、私
は最初から今日まで引績き商議員となり、他の一名は中村（萬）、中村（宗）、
外岡、高井、大濱の諸君が代る代る商議員となつて墨力して居らるる。
　法學部の圖書購入に付き梢々特色ともいふべきものは、限られた購入費
を分割して割當つる割擦主義を採らす、大禮、主力集中主義を探り、先づ、
專任の揃つてゐる民法書の購入に主力を注ぎ、一渡り濟んだ所で、商法に
主力を注ぎ、更に民事訴訟法に主力を注ぎ、然る後是等の雑誌のrバック
ナムバー」を揃へることに主力を注ぎ、次第に其の他に及んだことである。
一の論文を書くにも基本文獄に目を通す機會が與へられ・歩、忽ち資料に事
を訣いて差支えるようでは研究の能率は到底上らない。是れが、研究室の
時間問題と關聯して我が學園の最大重要事である。刑法書は井上析治君
の在職中に集められたまま、久しく中縄の姿になつてゐる。其の補充は江
家、齋藤二君に期待する外はない。憲法書、行政法書は中村（彌）教授の墨
力に侯つて目下資料が増大しつ～ある。
　法科の研究室は大正六年以前には恩賜記念館の三階に學科別に依らす、
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各學科の人々が入ゆ混つて一室に二、三人乃至四、五人づっ入ってゐたが、
其の後、多少、學科別に室が割當てられ法科は二室であったが、差當り西
翼の一室に入り他は人数の多い他の學科に一時流用することにした。遊
佐、中村（萬）二君と私と三人が立籠つて研究に從事し且っ「早稻田法學」の
嚢刊其の他を劃策したのは此の室であつた。然るに法科專任教員養成の
結果、次第に蹄朝する人が増加して來たので、各學部協議委員會を開き、
前に他學部に流用してあつた窒を法科に取戻す必要を力読し、激論の結
果、漸く更に一室を獲得した。
斯くする中に佐野學氏の刑事事件に關して研究室臨槍事件といふ不鮮
事が起り、研究室の者は異常なrシヨ．ク」を感じたが、圖書館の、貸出圖
書同牧の要求が急なるのと相侯って、研究室の圖書は次第に圖書館に運
ばれ、研究室員の不便を感するやうになつた。震災の爲めに重量ある書籍
を三階に置くのは危瞼といふ理由も手傳つた。そして新圖書館が出來上
ると共に書庫内に研究室を置くことになり、書庫の窓際に六十激個の立派
　アのムチエアな肱掛椅子と羅紗張りの卓子とは置かれた。吾々は當局者の苦心の程は十
分に認めるが、是れは研究者に取りては却つて不便であつた。圖書出し入
れの雑音と圖書昇降機の騒音とは讃書と審思熟考とを妨げ且つ圖書館の
開閉時間に制約せられて、到底安佳研究の箋とは言へなかつた。是に於て、
恩賜記念館三階の各室は大抵各理事の控室となつたに拘らす、法科はr早
稻田法學」の編輯及び法學會の事務室として引績き之を使用することを
要請し、漸く之を保留することを得た。今助手諸君の立て籠つて居らるる
研究室は帥ち是れである。研究室の完備は學園焚展の爲めの最大急務で
ある。是れがなければ學園の學問は嚢展し得ない。學生の熱心なる研究
が學園の聲債を高めるのみではない。教員の研究が日進月歩でなけれぱ
學園の褒展は望まれない。此の黙は一刻も早く改善を要する。今は新館
（文學部）の四階五階に研究室はあるが室と椅子卓子あるのみで書籍も本
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棚もなく、輩に會合室に過ぎない。將來は中央圖書館の外に、分科圖書館
が設けられ、研究室の完備することが最も必要である。又圖書を貸出す圖
書館の外に無言の行を嚴守する静粛なる讃書室の必要も之と共に生する。
（四）法科專任敏員の養成
今より二三十年の昔は官學は勿論私學でも法律の先生といへば帝大出
身の人に限るものと一般に認められてゐた。殊に帝大の教授であれば私
學から辮を卑うして迎へ、學位でも有ると各校から引張凧の有様であっ
たQ併しながら私學出身者は皆實務に就くべく蓮命づけられた諜ではな
く、學究として世に立つに適する入も中には無いとは言へす、又或る意味
から言へば官學私學出身者の優劣は其の素質に由るのでなく、優越な地位
に置かるると否とに由ることが　なくない。學究の地位も亦同様で、何時
までも官學出身の學者のみで學界を猫占せしむべき道理はない。私學から
奮起し、學者として世に名を著はした人は從來とても少なくない。法律家
としては猫逸協會の谷田三郎氏、小山松吉氏、慶慮の青木徹二氏、神戸寅
二郎氏、板倉卓造氏、西本辰之助氏、中央の花井卓藏氏、大場茂馬氏、林
頼三郎氏、平井彦三郎氏、日本の山岡萬之助氏等は其の代表的な實例であ
る。我が大學に於ても小河滋次郎氏、坂本三郎氏、後に帝大に學んだ山田
三良氏、高根義人氏の如きも學究として相當に名を成した先輩である。私
學出身の人々も自ら筆を執り講壇に立ち學究的生活を膿験するに及んで
法律實務界に於けると同じく法學界に於ても相當な自信を生するに至っ
た。殊に外國語を學び外國法律書を播き得るに至つて我が國法律學者の
知識の源泉を見究め、勉むれば決して企及し得ざることなきを知った。斯
くして明治三四十年の頃から私學に於て其の出身者に講義の一部を捲當
せしむることになり叉校費若くは私費を以て歓米に留學する者を生じ法
學界にも次第に學究として學界に相當の地歩を占むる者を生するに至っ
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た。岩田新氏の日本民法史には私學の勃興を以て近來法學界の著しい特
徴として指摘して居らるる位である。
我が學園の法科に於ても專門學校より大學となるや、先づ法律研究の爲
め猫逸、に留學せしめられた人は坂本三郎先生であった。先生が明治三十
七年に録朝せらるるや、法科の轍務主任となり、法科の爲めに壼痒せられ
たことは訪に述ぺた。三瀦信三氏、井上折治氏、中川挺三氏、遊佐慶夫
氏、中村萬吉氏、私等が相次いで海外に留學したことも、前に随所で述べ
たが、三瀦井上二氏は大正六年に學園を去り、中川氏は逝き、僅に遊佐、
中村（萬）二君と私と三人が大正四。五年以後教鞭を執り、坂本先生は學校
と關係は縄たれなかつたが學園の維持員、監事として重に行政的方面に審
力し、又會肚の重役となり、新聞の副杜長ともなり、學究的生活からは遠
ざかつて居られた。以上は第一期の法科專任教員養成の大禮である。そ
して、遊佐博士は昭和二年以來、高等試験委員となり、私學出身の同人
中より、試験委員を出したことは一新時期を劃するものである。
是に於て學園の法科は他の科に於けると同じく專任教員の養成を急務
とし、理事田中博士の蓋力に因り、學才の優れたる學園出身者を物色する
ことになった。中村宗雄君は專政卒業後、猫法科二年に編入し、大正六年に
同科卒業後、大學院に入つて三年修學の年限を充し、翌七年十二月辮護士
試験に合格し開業して居たが登録を取消して大正九年七月から大正十二
年八月まで主として瑞西襖地利に留學して民事訴訟法を專攻し、蹄來、民
訴、獅逸法を捲任して今日に至つてゐる。叉大正十四年十二月以來、法學
部の教務主任として事務方面に特殊な手腕を揮つてゐる。大濱信泉君は
大正七年に英法科を卒業して大正八年一月三井物産に入り、同年十二月辮
護士試験に立派な成績で登第し、翌年十二月、三井物塵を躇して大正十年
五月から辮護士登録を爲し、原嘉道博士の事務所に働いて居られたが、其
の豊かな學才を認められて、大正十一年四月から學園のi英法を澹任して貰
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ふ様になり、大正十四年五月、辮護士登録を取浩して英佛に留學・昭和二年
聾朝して爾來今日に至るまで商法商法特殊研究英法を捲當してゐる。高
井忠夫君は大正八年專門部法律科在學中に翫に辮護士試験に登第して大
正九年學園を卒業し、辮護士開業中、大正九年國際私法及び英法蕨究の爲
め、莫、米及び臥洲に留學し、大正十二年鰭來、國際私法、民法特殊研究
と英法とを捲任してゐる。外岡茂十郎君は大正八年専門部法律科卒業後、
高田先生の援助の下に研究科に入へ遊佐教痩の指導の下に民法研究に從
事し、學院に於て法學通論を捲任し、大正十一年から十三年まで、民法及
び英法研究の爲め、主として英國に留學し。露來，親族法、相績法、民法
特殊研究及び英法の講義を捲任してゐる。以上を第二期の法科專任教員
の養成といぴ得る。
　第三期の專任養成には大正十二年に猫法科を卒業した長場正利（猫法、
商法、商法特殊研究捲任）、同年英法科を卒業した井上周三（英法、・一マ
法前には法律哲學捲任）、同年英法科を卒業した中村彌三次（英法。行政法。
憲法特殊硯究捲任）の三君が其の選に入り、夫れ夫れ英、米、猫、佛等に
留學を命ぜられて昭和三、四、五年頃に順次露朝し、今は法學部教授とな
って學園に教鞭を執つてゐる。
　第四期以後の專任養成機關として先づ法學部助手制度を作り、大正十五
年度以來、昭和四年度卒業生に至るまで野村、金澤、江家、千種、和田、
齋藤、山口、黒板、水田の諸君が研究室に立籠り、熱心に碗究に從事し助
手研究會で教授と共に熱烈なる討議を行つてゐる。野村、金澤、江家の三
君は既に、英、米、猫各地に留學中であへ千種、和田、齋藤の三君は助
手兼講師となり、山口、黒板、水田の三君も、研究の傍ら、特殊研究に於
て教務補助として學生の指導を補助してゐる。
　專任轍員の養成は學園法科の將來に於ける焚展上極めて重要事である
が、外部から招膀する験任の先生と異なり、學校の負捲が増すのみならす
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一たび探用すれば攣改は容易でないから、若し人選を誤へ又は研究上の
惰氣を生ぜんか、法科の室氣は沈滞し衰運に向ふことは必然である。人選
の愼重と共に、縄えざる刺戟に因る活氣を維持することが極めて必要であ
る。叉前にも述べた如く專任の轍員が捲任を獅占することなく、外部から
招膀した先生と相蛙んで藪壇に立ち、常に清新濃刺の元氣を鼓舞作興する
ことが肝要である。
（五）早稻田大學法學會の再興
法學會の起原が何時頃であつたのか正確な記録を見ないが、明治二十九
年十一月十八B「法學會」の主唱の下に都下法律學校の聯合大討論會を學
園の大講堂に開き、來會者千五百籐名を算したといふ記録があるので、法
學會は此の頃から甑に存在したものと見える。爾來時々開かれたのであ
らうが、私共が教職に就いてから後も、稻元氣のある仕事姓きな學生激名
が奮起しては時々法學會大會を開いて大講堂に講演會を催し、多少氣焔を
揚げたこともあつた。爾來久しく中縄して居たが、師弟間の惰誼を厚う
し、學問的氣分を高調するには斯の如き機關を必要とするので、大正十一
年の六月當時の學生委員諸君と諮り、第二十藪室に法科の臨時大會を開い
て、法科の結束を固うし、稜展を期する爲めには、法學會を再興して相互
の親睦を圖り且っ學術機關羅誌を嚢行する必要ありとし満場一致可決せ
られた○
　凡そ、帝大その他各私學に於て其の機關雑誌を有せざる所は殆んどな
い。唯、其の内容を黙槍すれば、必すしも其の大學の機關雑誌とは言はれ
す．種々なる學者、研究家の論文其の他を蒐めて、軍に其の大學から嚢行
するに過ぎないものもある。我が學園では多少特色あるものを出したい
といふので、當時の専任教師の飴力をも考へて、春秋二同・毎同五六百頁
位として震行することに決定したのが、今の「早稻田法學」である・此の
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雑誌は蕾に教員が執筆するのみならす、校友、學生諸君も共に執筆する豫
定で褒行せられたことは其の第一雀に當時の學生たりし長場正利、井上周
三、中村彌三次の三君が執筆して居らるるのでも分る。
　法科の此の臨時大會で坂本三郎先生は雑誌を出すことは至極結構であ
るが、世間には「三號雑誌」と繕して第三號位で直に駿刊するものが甚だ
鮮なくない。斯る薄志弱行的企圖は寧ろ初より無きに若かす。寺尾、遊佐
の雨君は決して斯の如き孚上落下の事は爲されぬと信するが、稜干唖に賛成
すると同時に一言苦言を呈するといふような意味のことを述べて吾等を
戒められた。
　此の雑誌稜刊の事は吾々の年東の素志で、決して一時の震作的興味から
企てたことではない。唯、其の財源が得られないのと、一旦始めて能く之
を縫綾し得るやの確乎たる見込が立たないでは容易に始められないと思
ひ、自重してゐたのであるが、今こそ專任教員は三入であれ、追々と増加
する見込はあるし、又會計の方も、維持員會で豫算の審議があつた際、各
學部の學術雑誌爽行補助金一千五百圓（五學部合計金七千五百圓）といふ
項目があつた・當時・各學部の中で・學術機關雑誌を出してゐるのは理工
學部にr紀要」が時々出る外には他の學部には一つもなかつた。「早稻田
文學Jは古くから出てゐたが、これぽ文科の卒業生が學園外で経螢し褒行
してゐるので文學部の機關羅誌ではなかった。從來兎角立ち後れ勝’ちで
あつた法科が率先して突立ち上るのは此の時とばかり、恩賜館三階の研究
室に立籠つてゐた遊佐、中村（萬）の二君と、雑誌嚢刊の事を相談し、御互
に論文の出來るまでは不言實行の方法を採へ黙って論文を纒め上げ、印
刷に附すべき準備がすっかり出來上つた所で、情を具して幹部に上述補助
金の支出を請ぴ、法科の臨時大會を開いて學生諸君の賛同支持を得、途に
大正十一年十月に其の第一巷が出凍上つた謹である。
　法學會の経濟問題で今一っ重要な事は之を會員制度にして一年二同學
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費と共に會費を徴牧することに衆議一決した黙である。それは實に學生
諸君の母校愛の現れであつて母校法科の爲めに犠牲的精紳を焚揮せられ
たことは特筆に値するものと信する。雑誌に執筆する人女も固より眞創
であるが、之を支持して昊れる會員諸君の同晴と理解とがなかつたなら
ば、或は所謂三號雑誌に絡るの悲蓮を招かないとも限らなかつたであら
う。幸に學園法科關係者一同の協力の結果は大正＋一年秋以來、今日に至
るまで繊績し、三號雑誌の談を冤れ得たことは感謝の外はない。
愈々「早稻田法學」が褒刊せられるに付ては編輯主任と會計主任とを：置
き前者は私が當り、後者は遊佐君が衝に當ることになつた。爾ほ管理委員
及び雑誌委員を置き、當時の法學部教授が管理委員となりて法學會の焚展
に付き協議し、別に會長を置かなかつた。私は第四巻まで編輯主任として
奥附に名を掲げてゐた。幸に大正十二年八月に欧洲留學から饅朝した中
村宗雄教授が雑誌編輯に興昧を有し、事務に長けて居らるるから其の補助
を受け、大正十四年六月頃から中村君に一切の編輯事務を託した。尤も重
要な事項は管理委員會の議を経て事務を途行したこと勿論である。叉外
岡、高井二教授が蹄朝せらるるや、法學會の庶務主任として、外岡君は校内
學生に劃する庶務を澹當し、高井君は校友先輩其の他の封外庶務を捲當せ
られた。又遊佐君は大正十四年に學位を得、翌年、辮護士の業務に從事せ
らるる様になり、欝任を申出でられたので會計主任は中村（萬）教授が代
つて之に當らるることになへ今日に至つてゐる・
「早稻田法學」は是等同僚諸君の一方ならざる垂力で引績き刊行せられ
てはゐるが役者不足と講義の負携過重の爲めに春秋二同の刊行は多少邊
延を冤れなかつたけれども、會員には卒業後と難も必す雑誌を郵逡して其
の責を果してゐる。年二同や四回位の焚行では月刊のような宣傳力は乏
しいけれども「アカデミ・ク」な學術研究雑誌としては月刊の及び難い長
所がある。毎巻五六百頁を製本して保存に便にし、纒まつて一巻が出るの
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で小論文と共に比較的大論文を揚載するに長所を有してゐる。毎巻百数
十頁に亘る長篇が必す一二黙あるのは之が爲めである。併しながら此の
雑誌は決して短篇を容れないほど雅量に乏しいものではない。唯、も少し
心易く護み得るものをとの希望もあるので、編輯主任中村（宗）藪授が種々
考案して此の五十周年記念の年から別に「早稻田大學法學會誌」を獲行し、
教員の法律小論文、學生諸君の論文等を纒めて一巻とし、今後毎年一二同
づっ引績き刊行することになつたのは從來の歓：陥を補ぴ、時宜に適した庭
置と思ふ。
「法學會」は雑誌刊行の外、會員相互の親睦を圖る目的を以て毎年五、六
月の交、法學會大會を開催し、事務報告、新入生の敷迎、學生五分聞演説、大
家の講演、演藝等を行ひ、互に打解けて一日を愉快に暮すことになつてゐ
る。最初は「スコットホール」で催したこともあつたが、來會者の増加と
共に、同「ホ・一ル」には牧容し切れなくなり、近時は大隈會館の書院と庭園
とを以て會場に充つることになったQ教員、學生委員、一般學生が三位一
龍となつて協力作業を行ぴ、相樂む有様は情味洵に掬すべ：きものがある。
「法學會」の事業は以上に止らす、學校の正課以外に、各級に同志十籔名
相集砂て法律研究會を組織し、以て互に討議を爲すことにより法律の理解
蓮用に慣熟し、叉、高等試験の準備を爲すに當り、校内庶務主任たる外岡
藪授の統制の下に其の敷果を學ぐることを期してゐるQ年々各學年に於
て同志の組織した會は頗る多勲に上るのである。
法學會の統制下に於ける多数の法律研究會の外に、遊佐博士を會長とす
る「法理學會」がある。是れは毎月一同開かれ、法律問題の討議及び講演
があり、會員は大法專法各二、三年の成績優秀なる學生を以て組織し、法科
專任の各教授は顧問となつてゐる。昭和七年までに朗に開會七十激向に
及び堅實な焚展の歩武を進めてゐる。叉「同志會」といふ大法專法各學年
を通じて高等試験を受ける希望者の會合もあり毎週ほど研究討議を績け
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てゐる。叉高井教授が熱心な受験希望者の爲めに自宅に於て毎日曜午前
中、法律の研究討議を行ふ會があつて是れも彼れ是れ十年位縫績してゐ
る。旧曜を孚日も指導に獣ぐる犠牲は中々容易ならざるものであるが、是
に由り高等試験の合格率を高めたことは多大であつた。術ほ大濱教授は
常に助手諸君等の學究的指導に從事し、近來は叉高等試験希望者の爲めに
手数のかかる答案練習酋批評を績けて居らるることは多謝すべきである・
（六）專門部法律科の襲達
專門部法律科は學園中最も古い歴史を有する科であるが・大正九年四月
遊佐轍授がその教務主位となるまで、大學部法學科の科長、教務主任が專
門部法律科の科長、敦務主任を兼てゐたo鈴木喜三郎先生が明治三十七年
三月から明治三十九年五月まで教務主任となり、同年同月から小山温先生
が科長として、阪本三郎先生が藪務主任として明治四十三年二月まで蓋痒
せられ、同年同月から大正九年四月まで中村進午先生が科長であつた。大
正十三年四月から專門部長が出來て阪本先生が三科を統轄し、政、法、商
の各科に從來の如く藪務主任があ軌遊佐博士が引績き法科の教務主任で
あつた。然るに昭和五年十一月阪本部長の辮任と共に部長制を慶して、三
科別々に科長が設けられ昭和二年十月以來、遊佐教授が引績き法律科科長
として今日に及んでゐる。科長は教授會の選暴に依らす、直に絡長の囑任
に依る。そして科長制と共に新に三科に轍務主任を置き少肚教授が之に
當ることになり、昭和五年二月から法律科は外岡教授が之に囑任せられ
た。是に因り、學生諸君との接鰯も親密になり法學部との聯絡も取れるや
うになへ諸事、手が届くようになって、專門部法律科ば面目を改めた。
嘗ては專門部の政経科、商科には入學に學科試験があへ法律科は鐙衡
により入物考査を行ふて入學せしむることになつてゐたが、昭和二年四月
から入學生の減少を賭しても入學試験を行つて素質の改善を圖るが適當
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であるとの方針に基き、法律科でも詮衡に依る人物考査の外、入學試験を
行ふことにしたのは英漸であつた・之が爲めに一時學生激は減じたけれ
ども結果は確かに引締って來た。
　專門部法律科の講義は久しく大學部法學科と合併講義であつたが大正
九年四月、大學令の實施と共に其の講義は分離せられて別々に行はれるこ
とになつたQ次第に學生歎が増加して一堂に牧容するに困難を來すのみ
ならす、學部と專門部と各特色ある教育を施すには必要なことであった。
併し、之が爲めに專任教員の澹任時聞は急に増大して約二倍となり、経
費も嵩んだに相違ないが、敢て之を断行したのは確に劃期的な改革であつ
た。又之に因り多歎の藪員を牧容する蝕裕を生じたことは學園法科の焚
展上好都合であった。
　大學令が施かれると共に、法學部の學生は高等學院の卒業資格を以て高
等試験の豫備試験は不要となつたが、專門部法律科では此の特典がなかつ
たから、當時の專法學生は暴つて其の撤屡の必要を主張し、遊佐主任其の
他も亦之を諒とし、藪務課を経由して文部省と折衝を重ねた結果、哲學、
心理學、論理學、倫理學等の學科を專門部法律科に設置することに依り、
大正十二年以後の卒業生には高等學校大學豫科同等以上と指定せられ、高
等試験の豫備試験を受くる必要が無くなつたのは成功であつた。夫れは
大正十三年五月のことである。
　叉專門部出身者は卒業の上、更に編入試験を受けて學部に入學する便宜
も與へられた。專法卒業生は大膿、法學部に編入する者が多いけれども、
叉政経學部又は商學部の編入試験に鷹する者もあり、專政叉は專商から法
學部の編入試験を受くる者もある。斯くして學部在學中、高等試験に合格
する者も多くなり專門部から學部を卒業して法學士となる者が毎年数十
名に上るのである。
　殊に近來は學窓生活を蝕り永く逡つて世の中に出ても就職の困難があ
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り、年齢も相當多くなるので、寧ろ專門部の如き中學卒業後三年間で專門
學科を修め得る科の方が學資も、年齢も、就職も却て好都合だといふ理由
で、昭和七年四月頃から專門部入學希望者が各科とも激増して來たことは
注目に値する。專門の法律の外、上揚の諸學科蛙に英語を學ぶことは困難
ではあろうが比較的短い年限で、一般教養と専門教育とを受くる捷径たる
ことは專門部法律科の有する特色である。
專門部法律科と共に夜間の早稻田專門學校法律科が大正十三年四月か
ら新設せられたことも亦法科の褒展上注目すべきことである。書間働い
て夜分に勉彊する篤志な青年の爲に夜間の法科を設くることは有意義に
相蓮ないが、地の利が神田邊の如く宜しからざる早稻田の地では如何かと
思はれたが、第一同の法科卒業生を昭和二年三月に三十二名逡り出して以
來、毎年数十名の卒業生を出してゐるが、多くは苦學力行の學生であるだ
けに、敦場に於ても眞面目な人が多く、又卒業後編入試験を経て法學部に
入學し、立派な成績を學げ高等試験にも合格して判槍事、鼎護士、其の他の
職に就いた人が相當の数に上つてゐる。早稻田大學の傘下に在りながら
早稻田專門學校といふ名稻は大學附属でない別な學校の様に見えて適當
でないから、其の名繕を攣更して貰ひたいといふ校名改繕の要求は、蓮年
提出せられ、昨昭和六年十二月には途にストライキ騒ぎまで起つたのであ
るが、當局者の断乎たる態度により結末が着いて其の以後手穏に研究に從
事してゐる。創立當時は阪本三郎先生が校長、高井忠夫教授が、政、法、商
三科の教務主任として働いて居られたが昭和二年十二月辞任せられ、一時
林癸未夫博士が校長の事務を取扱ひ、聞もなく干沼淑郎博士が校長として
之に臨み、法律科の教務主任には大濱信泉教授が昭和三年二月就任して學
生の指導訓育に從事し、両ほ政治経濟科には法學部の高井忠夫教授が昭
和五年四月、教務主任となり、斯くて法學部の中堅教授は皆教務に從事し
て此の所出彿ひの形である・
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（七）法學部の學制改革
昭和七年四月學園の各學部、科、學院に亙つて學制改革が行はれ、法學
部は「特殊研究制度」を採用して講義以外に五十名以内を軍位とする小學
級を作り、問答、筆記練習、其の他の方法により、能く講義を浩化し會得し
得るように努めたことは現在學生諸君の親しく膿験し見聞する所である。
法學部の學制改革は上述の學園全禮に行はれた改革に伍し、愼重審議の
結果として行はれたのみならす、其の以前に銑に改革の礎石は据ゑられた
のである。それは大正十四年十二月以東法學部の教務主任たる中村（宗）
藪授と協議して、各大學の規則書、學科配當表等数十種を蒐集し、叉各方面
の專門家に相談して先づ改革の資料を整理したる後、法學部に學ぶ學生諸
君の過去、現在及び將來の方針に就て考へ、中村、大濱二教授と私と三人が
原案起草の任に當り、法學部學制改革委員會に於て之を審議し成案を得て
法學部藪授會で可決せられたのが昭和三年十二月であつた。此の改革案
は政経學部及び商學部の學科と密接な交渉があるので是等各學部部長と
折衝する必要もあり又理事者の承認をも得なければならぬので、意外に交
渉の時間を要し、漸く採用せられて資施せられたのは昭和五年四月であつ
た。其の経遍酋に要旨は昭和五年三月の早稻田學報（第四二一號）巻頭に
「法學部の學制改革に就て」と題し記述して置いた所である。
　此の改革の要黙は三種の類別選揮制を探用したことにある。帥’ち從來
殆んど法律一黙張といふ科目編成であつたのを稻門戸を損めて新に科目
を追加し類別を設け選揮科目を置いたことである。最初の一學年間は三
類共通の基本學科を排列して、學生は之を學習しつX一年の間に篤と將來
進むべき類別に就き考慮する飴地を與へ、第二學年以後に於て、初めて第
一類（法律）と第二類（行政）と第三類（経理）とに分れるのである。憲法、行
政法、刑法、民法、商法、國際公法、外國法（英、猫、佛法）、経濟學等
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は三類共通の必修科目であるが、其の外に、第一類には民訴、刑訴、國際
私法、財政學を置き、第二類には政治學原理、貨幣銀行論、財政學・肚會
學、杜會政策、商業経濟を置き・第三類には民訴・會計學、原債會計學・
會計監査、商業経濟を置いたのである。此の外、個別選揮科目は羅馬法、
法律哲學、破産法、法制吏である。斯の如く種々なる學科目は列べてある
が、徹頭徹尾、法律の科目が基本を成すことは各類に共通であつて、毎學年
の時間虹に科目の大部分は法律の科目である。これが爲めに、決して法學
部の本領を逸脱するものではないのである。
上述の改革が基調を成して、更に今同學園全龍の學制改革が實施せられ
たので、其の結果は一暦善くなつたものと信する。帥ち從來の「三類制」を
基調として之にrゼミナール」制を加味し、（法學部では「ゼミナール」を
「特殊研究」と構してゐる〉、各自の目的に慮じて選揮の範園を廣くし、又
進級元級の制を慶して三年間に所定の科目に合格すれば卒業が出來るこ
とにし、學年は唯、學科配當及び受験の必要上、存置してあるのである。夫
れ等の詳細は早稻田大學學則及び學科配當表等を参照すれば分る。
附録
　　　　　（一）過去及現在の教職員
次に學園創立當時より此の五十周年の前まで法科に轍鞭を執られた諸
氏の芳名を録して柳か謝恩の意を表する。芳名と共に各先生の在職年代
と澹任科目をも墾げたいのであるが、中には不明な分が多いから遺憾なが
ら今同は割愛することにした。又我が學園法科に教へられた諸士の芳名
も或は逡漏あるやを恐るるが、補充を他日に期して蝕には調査し得た分の
みを揚げる。此の黙、讃者の諒恕を乞ふ次第である。叉此の芳名を録する
に當り、前幹事前田多藏氏、現教務課課長中村芳雄氏、同書記森文作君の
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御援助を多謝する（芳名五十音順）。
有賀長雄。朝倉外茂鐵。荒川重秀。粟津清亮。青山衆司。天野爲之。天
野喜之助。荒木虎太郎。秋山雅之助。安藤忠義。板屋確太郎。板垣不二男
磯部醇。磯部四郎。伊藤辰治。井上辰九郎。井上析治。井上換。巖谷孫藏。
五木爲五郎。井上孚麿。一木喜徳郎。市村富久。岩田一郎。岩本勇次郎。
伊藤豊守。稻村邦郎。池田龍一。池田寅次郎。石井菊次郎。石坂泰三。石
渡敏一。石塚英藏。今村信行。磯ケ谷幸次郎。板倉松太郎。伊藤重治郎。
伊地知純正。出井盛之。梅若誠太郎。ウユルフェル。内田定槌。権離次郎。
ジ．一ジ・ウィグモア。植村俊平。江木衷。遠藤隆吉。岡山蒙吉。小河滋次
郎。奥田義人。岡松参太郎。小山温Q小野塚喜雫次。大場茂馬G慮當融。
岡村輝彦。岡崎正也。岡野敬次郎。岡村司。織田一。織田萬。大西貌。太
田資時。小澤政許。大仙郁夫。長田忠一b小崎順。大森洪太。大原昇。鬼
澤藏之助。神崎東藏。紳屋五郎。春日粛。加藤高明。勝本勘三郎。掛下重
次郎。川橋慶次郎。片山清太郎。篁克彦。加藤正治。岸小三郎。北畠治
房。木村荷達。菊地三九郎。喜多批一郎。熊野敏三。藏原惟郭。毛戸勝
元。見島惟謙。古賀廉造。薩埋正邦。澤田俊一。齋藤木。齋藤十一郎。坂
本三郎。志田鉢太郎。澁谷髄爾。清水市太郎。清水澄。島田俊雄。柴田家
門。柴田泰之助。島田鐵吉。清水行恕。清水孝藏。新保勘解入。島谷亮
輔。シェーレル。砂川雄峻。菅谷正樹。末岡精一。杉野貞一郎。須賀喜三
郎。杉山直治郎。鈴木充美。鈴木喜三郎。鈴木宗言。鈴木英太郎。關直
彦。關正雄。瀬田忠三郎。添田壽一。副島義一。高田早苗。高根義入・高
橋捨六〇田中隆三。田中穗積。田中甲子次郎。建部邊吾。竹井耕一郎。谷
野格。谷田三郎。立作太郎。田代律雄。竹内雫吉。立石謙輔。田尻激
郎。伊達保美。高田善次郎。坪内雄藏。常松英吉。津輕英麿。寺尾亨。戸
水寛人。豊島直通。床次竹二郎。富井政章。富谷銑太郎。中橋徳五郎・中
村忠雄。中田錦吉。中西用徳。長島毅。中村仲。永井柳太郎。中野登美
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雄。仁井田釜太郎。仁保題松。新田孫三郎。野澤武之助o羽生顯親。ハリ
ール。鳩山和夫。鳩山一郎。鳩山秀夫。原嘉道。春木一郎Q馬場悪治。濱
田道紀。波多野精一。春木義彰。手田譲衛。準山鐙太郎。土方寧。土子金
四郎・平沼験一郎・肥田耶次郎。廣池千九郎・福岡秀猪。幅田四郎・二上
兵治・幅島久記・フ惇イドルスペルガーQ藤山治一。穂積陳重。堀田正
忠。本多康直。本多精六。細野長良。ホーズウェル。松岡郁之助。松崎藏
之助。松室致。松岡義一。松波仁一郎。松野紡商。牧野菊之助Q牧野英
?。??? 次郎。三島桂。三木猪太郎。美濃部蓮吉。水野練太郎。三宅恒
徳。三宅徳業。宮岡恒次郎。宮田四八。宮崎道三郎。水野繁太郎。三猪信
三。宮島綱男。三淵忠彦。三崎題之助。村山小次郎。村瀬直養。本野一
郎。山田喜之助。山川端夫。山口弘一。山田三良。山田端夫。山岸光宣。
山崎畳次郎。ユンケル。横田秀雄。横田五郎。和仁貞吉。和田正修。
　叉五十周年記念當時、法科の學科を捲任する教師は次の通りである◎此
の中には明治二十七年以來現在まで引績き教職に在る先生も居らるる。
　阿部丈二郎（破産法）。阿部賢一（財政學）。石崎政一郎（佛法）。井上周三
（羅馬法、英法）。井上登（民法）。井野英一（民法實習）。今村恭太郎（刑法
實習）。岡田朝太郎（刑法）。尾高武治（佛法）。大束直太郎（英語）。大野實
雄（佛法）・大濱信泉（商法・英法）・金森徳次郎（憲法）・紳垣秀六（英法）。
紳谷健夫（民訴）。嘉山幹一（民法〉。草野豹一郎（刑法）。小林行昌（商業数
學）。江家義男（英法）。五來欣造（國家學）。齋藤金作（刑法特殊研究、獅
法）。佐藤共之（民法）。椎津盛一（商法）。盤澤昌貞（経濟學）。島村他三郎
（行政法）。霜山精一（民法實習）。杉浦忠雄（刑訴）。杉田金之助（羅馬法）。
鈴木喜三郎（民法）。高井忠夫（國際私法）。千種達夫（英法）。寺尾元彦（商
法）。外岡茂十郎（民法）。中村進午（國際法）。中村萬吉（民法、英法）。中
村宗雄（民訴、猫法）。中村彌三次（行政法、英法）。長場正利（商法、猫法）o
長野恵太1簿記）。二木保幾（英経濟書）。野村淳治（憲法）Q林癸未夫（肚會
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政策）。原島茂（簿記）。藤井新一（英語）。前田直之助（民訴）。三橋久美（商
法）。三橋市太郎（刑法實脅）。柳川勝二（佛法）。遊佐慶夫（民法、法制史）
和田小次郎（法律哲學・猫法）。
　術ほ職員には主事、油井昇造、書記、徳山久吉、千葉倉藏の諸君が法學
郡專属として勤務してゐる。大正十四年三月法學部事務所が、初めて本
部から猫立した當時は主事に佐藤隆次、書記に森清一の二君がゐた。
（二〉法科出身校友概観
創立當時の法律學科は未だ卒業生を出さない間に「邦語法律科」と改構
し、明治十七年に初めて第一同卒業生八入を禺し、是れが明治三十七年ま
で績いた。特に「邦語」と構した所以は高田先生の「牛峰昔ばなし」にも
ある通り・當時法律を學ぶには・佛法、英法等の所謂原書に擦らざるを得ざ
る有様であつたが、日本人には日本語を以て法律を敏ふるのが営然である
との抱負から出たものと思はるる。此のi邦語法律科は後に大學部法學科
の創設と同時に「專門部法律科」となり、明治三十八年に初めて其の卒業
生を出し、爾來今日に至るまで連綿として撮存してゐるのである。其の外
に「英語法律科」が設けられ明治二十四年（二人）と二十五年（八入）と二同
に前後合せて十人の卒業生を出して屡止せられた。「邦語行政科」といふ
のも明治二十二年に初めて卒業生を禺したが明治三十六年まで績いたQ
「英語行政科」といふのもあつたが、是れは明治二十四年（二人）と二十五年
（六人）の二同に併せて八人の卒業生を出して慶止せられた。
　明治十七年に初めて邦語法律科を卒業した八人の中には後に監獄學の
穫威として大著を完成し、又司法省監獄局長となつた小河滋次郎博士（明
治三十九年法學博士となる）があることは注目に維する。同期の邦語政治
科卒業生には現在の評議員會長たる齋藤和太郎氏の如き人が健在せらる
るのに、邦語法律科の第一同卒業生は昭和六年の末には一入の生存者も無
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くなつたことは惜むぺきの至りである○
明治十八年の第二同卒業生四十二名中には現今大阪實業界に名を知ら
れたる高山圭三氏を初とし、健在者多く、物故者の中には古河合名會杜の
理事長として本大學維持員として人格徳望一世に高かつた昆田文次郎氏
があり、其の他判検事辮護士の職に在り叉は在った諸士の名を多く見受く
るのである○
明治十九年の第三同卒業生中には、當時既に英和法律辮典編纂の難事に
先鞭を着けて之を刊行し、叉、寄宿舎長となり、今名古屋に辮護士として健
在する浦部章三氏、嘗ては東京株式取引所理事たへ今鬼怒川水力電氣取
締役た砂、本大學の監事たる渡邊亨氏、嘗て槍事正たり今は辮護士たる小
林登志吉氏等健在せられ、叉物故者の中には高根義人博士、横井時冬博士
の名をも見るのである。高根博士は後に束京帝大に學び、叉京都帝大創立
の當時同大學の教授として新施設に参書せられ・商法の大先達たることは
人の知る所である。文學博士横井時冬氏は日本商業史と日本工業史と芸
窓榛載の如き不朽の著作を遺し・我が學園のみならす東京商科大學に教鞭
を執られて學界に功績を顯した人である。其の翌明治二十年の卒業生中
に本大學教授「ドルトル・オヴ・シヴィル・・一」杉田金之助先生があり、明治
二十一年卒業生中には木下荷江氏の如き雄辮家、小読家たる毛色の異なっ
た人もをり、阪本三郎先生もある。其の外今は京城大學総長として、國際
私法の大家として有名な山田三良博士も、明治二十二年英語普通科卒業生
中に名を列ねて居らるる。近時「立法一元論」を著した野聞五造氏（明治
二十二年卒業、、羅馬法と景教碑文を以て知られ、藏前高工幹事たりし佐伯
好郎氏（明治二十三年）、大阪辮護士界の書宿たりし岸本市太郎氏（同年）、
實業家中野鐵手氏（明治二十四年）、辮護士山田宋吉氏（同年）・辮護士若林
成昭氏（明治二十六年）、熊本地方裁判所長判事生津和太郎氏（明治二十七
年）、辮護士、代議士松井郡治氏（同年）・民政窯幹事長代議士本大學維持
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員たる小山松壽氏（明治二＋八年）、辮護士故羽田智誰氏（同年）、五明砂
氏（明治三十年）、川井正進氏（明治三十二年）、井關十二郎氏（明治三十四
年）、代議士中野寅吉氏（同年）、貴族院議員、本大學維持員會長、松平頼壽
伯（明治三十五年）、鐵道省事務官影近清毅氏（同年）・山宮鼎氏（同年）、小
林頗雄氏（明治三十六年）、辮護士鈴木雄次郎氏（同年）、雫松市藏氏（同年）
控訴院判事となり、後、辮護士を職とした故池田卓二氏（同年）、奥岡喜藏
氏（明治三十七年）、佐々木義山氏（同年）、日本放逸協會關東支部理事たり
し新名直和氏（同年）、辮護士増山外三郎氏（同年）、三木武吉氏（同年）、溝
口信氏（同年）、山田敬亮氏（同年）、等がある。明治二十四年英語法律科出
身の故團野新之氏は「損害賠償論」の著者たり、千葉地方裁判所長であっ
た。明治二十五年の邦語行政科出身には嘗て博文館に在つて功勢あり、今
は本大學人事課囑託たへ評議員會副會長たる坪谷善四郎氏、市政に功勢
少なからざる故宮川鐵次郎氏あ甑本大學監事にして辮護士たる上原鹿造
氏（明治二十五年）．代議士にして内務省政務次官たる齋藤隆夫氏（明治二
十七年）・判事桔松巖氏（明治三十四年）、辮護士岸本晋亮氏（同年）、村松
藤太氏（同年）、東亜煙草尊務たる富澤充氏（明治三十五年）、辮護士和田純
氏（同年）、辮護士にして本大學維持員たる大橋誠一氏（明治三十六年）、辮
護士岡本駒之助氏（同年）、爾島武之助氏（同年）、宮野照章氏（同年）、民國
唐寳鍔氏（同年）、大審院判事故新保勘解人氏（同年）、等がある。明治二十
五年の英語行政科出身者中には、日清生命保瞼會枇の常務取締役原田駒之
助氏がある。本大學法科最初の海外留學生であり、東京控訴院判事、行政
裁判所評定官、秋田縣知事、山梨縣知事を歴任して、報知新聞副枇長となり
本大學の藪授、維持員、監事、早稻田尊門學校の初代校長たりし坂本三郎
氏は明治二十一年の邦語法律科出身である。同氏が蹄朝せられたのは明
治三十七年であったが、此の時に初めて學園の專任教授養成の端は啓かれ
た鐸である。
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　次に明治三十八年から卒業生を出した專門部法律科、大學部法學科及ぴ
大正十二年（嚴格に言へば大正十五年）から卒業生を出した法學部の卒業
生に付て（別格を包含せしめて）大禮を記述して置く。併し、此の後牛期の
大學時代は割合に…新しいので見聞の荻い私の知らざる人事が多く、又之を
能く校友會、人事課等に就き聞き糺す蓬もないから、極めて大膿の記述に
止むるは蓋し止むを得ないことである。且つ法科の如き堅實な地味な歩
みを績けてゐる人々は政治科、文科の如き一躍して政界、文藝界に名を著
はす如き華美な所がないから、實力を具へながら飴り世間的に名の知れな
い出身者の多いことも考慮に入るる必要がある。人の肚會的有用性は必
すしも其の高名に俘ふものとは限つてゐないから、此の記述が割合に表面
的になり其の内面實質に立入らないことは寛假して貰ふ外はない・
　專門部法律科の出身者中、明治四十年に專法（翌年大法）を卒業し高等試
験にも合格した木村甲一君は東京帝大會計課長として働いてゐる。明治
四十一年には左翼の辮護士として上村進君、小山博士の令弟にして辮護士
たる小山晋君がゐる。明治四十二年の戸倉誠司君は實業界に活動し（大日
本紡績會肚、絹綜課長）、明治四十三年の石原善三郎君は代議士、本大學評
議員、奈良自動車杜長、日の丸電線專務等を蓑務し、關西實業界に活躍し
てゐる。又恪勤なる辮護士渡邊代五郎君もゐる。明治四十四年で特に光
つて見えるのは本大學敏授、専門部法律科長として學界に貢獣し、叉初め
て本大學で法學博士の學位を獲得し、辮護士を蒙ねてゐる遊佐慶夫君と、
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　さちひこ嘗て東京控訴院判事となり今は東京地方裁判所槍事たる鈴木鮪彦君であ
る。明治四十五年の上田吉太郎君、渡邊喜徳君は辮護士を開業。同年に、
本大學佛法の講師たり永く佛國に在つた故輻島久記君がある。大正二年
出身の辮護士隔島武之助君、野球界の名監督飛田忠順君、大正三年には辮
護士風間力衛、川合安期、秦野武記の諸君がゐる。大正四年には植民政策
を研究して亜弗利加の奥地に入り、今は専門學校講師たる寺島善八君があ
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り大正六年には辮護士黒田喜藏、末田悼雄、山本敏雄の諸君を出し、大正
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ひろレ七年に辮護士甲村信一、米村嘉一郎の諸君があり、大正八年に判事白神宗、
廣渡晴樹、辮護士毛受信雄、高久清一、近岡孝吉の諸君あへ本大學教授、
專門部法律科藪務主任たる外岡茂十郎君がゐる。大正九年には判事に廣
重慶三郎、森西隆恒の諸君あり・辮護士に椎名隆、高弁忠夫、豊川忠進、
星野庄治郎の諸君あり、高井君は本大學教授、專門學校政経科教務主任た
ることは前にも記した。大正十年にば判事長島忠信、盤田親雄、辮護士小
澤金一郎、島崎薫、橋本義之の諸君あり、實業界に活躍する大屋忠之、杉
野金市の諸君がある。大正十一年には辮護士森岡三八、棚澤吉雄君、時事
新報桑港特派員として永く米國に在留する小笠原鎌藏君等がゐる。大正
十二年には辮護士井上卓一、梅谷勝、久保平吉、佐藤末野、本屋彌三郎、
吉村五郎の諸君がゐる・大正十二年關東大震災以後の卒業生は追々年度
も新しくなるし、大に他日の褒展を期待して鼓に割愛する。
　大學部法學科の出身者中、明治三十八、九年の卒業生に付ては既に述べ
たが、鼓に稻経路の攣つた行方をしてゐる人に飯塚孚衛君がゐる。同君は
明治三十九年に大學部文學科を中村萬吉君と同期に卒業したのであるが、
辮護士試験に合格し、久しく猫逸に留學して、今東京に辮護士、特許辮理
士事務所を開き、猫逸の特許事務に付ても鞍掌してゐる。明治四十年には
…辮護士、内田七郎治、三田村手太郎、判事戸田常次の諸君があり・久しく
米國に在留した本大學教授川邊喜三郎君、日清生命の理事、経理部長とし
て重きを成してゐる谷野治越君がゐる。明治四十一年には帝大會計課長
たる木村甲一君（前出）、實業家今泉丈吉君がゐる。判事後に辮護士として
大に囑望せられた波野李四郎君は流感に罹り早く此の世を去つたのは惜
かつた。此の年度で特に光つてゐるのは夙に東京地下鐵道の必要を提唱
し苦節十数年途に目的を貫徹し、今は地下鐵專務として又本大學維持員と
して活躍してゐる早川徳次君でゐる。明治四十二年には高等試験に合格
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して今は千代田信託に奉職する金見一夫君、東海生命の取締役兼支配人た
る仲宗根玄榿君があるo明治四十四年に猫法科を卒業し出色の英才とし
て囑望せられた中川挺三君が猫逸留學中病を得て蟹來、途に他界したこと
は前に述べた。明治四十五年禺身には判事片尾廉爾君、大正二年に…辮護士
池口太郎君がある。大正三年卒業生から濁法と英法とに分れたが・大正三
年獅法科には大阪控訴院判事として令名ある村田正雄君がある。大正五
年に判事後に辮護士高木常七君、事業界に長松雪夫君、小笠原幸彦君等が
ゐる。大正六年の猫法科から本大學教授法學部教務主任中村宗雄君が出
で、英法科から判事石橋靹次郎君、本大學教授喜多肚一郎君が出てゐる。
大正七年の猫法科に槍事小山騨君、高等試験に合格した島田博君、松屋呉
服店の吉田春夫君、英法科に本大學教授、專門學校法科轍務主任たる大
濱信泉君、日清生命の織田和勝君、判事岡中周市、小林義貫、山本信政の
諸君、辮護士に伊達光美君、渡邊甕男君がゐたが二君とも不幸にして夙く
他界した。叉同年に横濱正金の深川七藏君がゐるQ大正八年英法科に辮
護士潮江敬亮君、一色信雄君、亘理榮助君、満鐵本漢湖地方事務所長大岩
銀象君、日本銀行の馬場友義君、大正九年に辮護士北山八郎、案田八郎、
三文字一郎、宮澤喜運治の諸君がゐる。
　法學部卒業生は大正十二年に本大學教授長場正利君、井上周三君、中村
彌三次君を初とし、鐵道省に塵川成君、山梨縣學務課長に山内隆一君・辮
護士に太田金次郎、池口治郎、中村高一、大塚利雄、判事に松村美佐雄の
諸君があり、松山翠君は高等試験合格の後、内務省に入り大阪泉尾警察署
長となり、將に大に爲す有らんとして不幸病を得て発れたのは惜みても蝕
φがある。法科は此の頃から再び活氣を呈し始め、在學生卒業生の歎も次
第に増加し、高等試験合格者の数も亦増して來た。其の以後、蓮年大に將
來を囑望するに足る有爲の人才を杜會に逡り出してゐる。是等の諸君が
各自の進路に於て花を険き實を結ぶのは正に今後の肚會に於てである・切
1∬．法科の過去及現在 ■47
に諸君の勤勉力行、隠忍自重して大成を期せられんことを所つてゐる次第
である○
　絡りに法科の卒業生は総薮五千八百五十五入、（内、物故者八百六十一
人）、内諜、大法千八百十人（内、物故者百十九名）、專門部其他各科四千〇
四十五人、（内、物故者七百四十二入）である。又現在、法科在學生総数千五
百五十四人。内、法學部八百○一人、專門部法律科六百三十三人。早稻田
專門學校法律科一百二十人である。
